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松くい虫被害のメカニズム

松
く
い
虫
被
害
と
は
「
マ
ツ
ノ
ザ

イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
」（
以
下
、
線
虫
）

と
い
う
、
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
線
虫

が
原
因
で
松
が
枯
れ
る
こ
と
を
指
し

ま
す
。
こ
の
線
虫
は
、
成
虫
で
も
体

長
は
1
ミ
リ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
日

本
へ
は
北
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
材

と
一
緒
に
入
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
線
虫
が
健
康
な
松

の
幹
で
爆
発
的
に
増
え
る
こ
と
で
、

松
が
水
を
吸
い
上
げ
ら
れ
な
く
な

り
、
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
線
虫
を
松
に
運
ぶ
の
が
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
（
以
下
、
カ
ミ

キ
リ
ム
シ
）
で
す
。
こ
の
カ
ミ
キ
リ

ム
シ
は
、
線
虫
で
弱
っ
た
松
の
幹
に

卵
を
産
み
ま
す
。
ふ
化
し
た
幼
虫
は

松
の
幹
を
食
べ
成
長
し
、
さ
な
ぎ
に

な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
移
動
手
段
を

持
た
な
い
線
虫
は
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ

の
さ
な
ぎ
の
体
内
に
集
ま
る
こ
と
で

羽
化
し
た
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
成
虫
と

共
に
健
康
な
松
に
移
動
し
ま
す
。
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
が
松
の
新
芽
を
食
べ
る

際
に
、
線
虫
は
そ
の
松
に
移
り
同
じ

よ
う
に
増
え
る
こ
と
で
再
び
松
を
枯

ら
し
ま
す
。

市
で
は
、
合
併
前
の
平
成
12
年
度

に
松
く
い
虫
の
被
害
が
市
内
で
初
め

て
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
被
害
地
域
に

お
い
て
被
害
木
を
駆
除
（
伐
倒
く
ん

蒸
お
よ
び
破
砕
処
理
）
し
、
防
除
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
松
く
い
虫
被
害
は
年
々

増
え
、
平
成
18
年
度
に
は
前
年
比

5
・
3
倍
と
激
増
し
、
そ
の
後
も
増

え
続
け
て
い
ま
す
。 

特
に
明
科
地

域
に
被
害
が
集
中
し
、
今
ま
で
行
っ

た
駆
除
量
の
約
8
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
押
野
山
を
は
じ

め
と
す
る
川
西
地
区
（
明
科
七
貴
・

明
科
南
陸
郷
）、
生
坂
村
と
隣
接
す

る
生
野
地
区
（
明
科
東
川
手
）
に
つ

い
て
は
特
に
被
害
が
深
刻
に
な
っ
て

い
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
グ
ラ
フ
１
）

ま
た
、
個
人
宅
や
地
域
の
神
社
、

寺
の
敷
地
内
に
あ
る
松
で
も
松
く
い

虫
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
く
い
虫
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
に
は
早
期
発
見
・
対
処
が
重
要
で

す
。
松
の
異
常
を
発
見
し
た
ら
三
郷

総
合
支
所
内
耕
地
林
務
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

市
内
で
拡
大

松
く
い
虫
被
害

◎
特
集市

内
で
は
平
成
18
年
度
以
降
、
明
科
・
豊
科
地
域
の
東
山
地
域
を
中
心

に
松
く
い
虫
の
被
害
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
松
く
い
虫
被

害
の
現
状
と
市
の
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【写真】
被害が深刻な押野山一帯（明科七貴）

明
科
地
域
で
深
刻
な
被
害

駆
除
量
の
約
８
割

松
く
い
虫
被
害
の
仕
組
み
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特集◎市内で拡大　松くい虫被害
市内の松くい虫被害の状況（グラフ 1）

被
害
量

（㎥）

病原体
マツノザイセンチュウ
長さ 1mm 足らずの小さな線虫が松の
材内に侵入して、松は水を吸い上げら
れなくなることなどにより枯れてしま
います。

媒介昆虫
マツノマダラカミキリ
体長 3cm ほどのカミキリムシの一種
で、健康な松へマツノザイセンチュウ
を運びます。

⇦

春

夏

秋

冬

羽化・脱出 侵食 ･感染

発　病

産　卵

越冬 ･蛹化

マツノマダラカミキリが脱出
（マツノザイセンチュウを運ぶ）

マツノマダラカミキリが
小枝の皮を食べる

（マツノザイセンチュウが侵入）

マツが衰弱
（マツノザイセンチュウが増殖）

衰弱した松に産卵
(マツノザイセンチュウが繁殖）

マツノマダラカミキリが蛹化・羽化
( マツノザイセンチュウが成虫に移動）

さなぎ 幼虫

（年度）

豊科
7％

穂高
6％

三郷
5％

堀金
1％

明科
81％

地域別発生量割合
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長峰山
光城山

ト
ル
程
に
玉
切
り
、
薬
剤
を
か
け
ビ
ニ

ー
ル
シ
ー
ト
で
包
み
、
く
ん
蒸
す
る
こ

と
で
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
幼
虫
や
さ
な
ぎ

を
駆
除
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
景
観
に
配
慮
し
て
生
分

解
性
シ
ー
ト
を
利
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
劣
化
が
早
く
、
く
ん
蒸
効
果
が
失

わ
れ
る
危
険
が
あ
る
た
め
、
平
成
24
年

度
か
ら
は
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

破
砕
処
理

被
害
木
を
細
か
く
砕
い
て
チ
ッ
プ
に

し
て
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
や
さ
な
ぎ
を
駆

除
し
ま
す
。

ア
カ
マ
ツ
の
間
伐
地
に
お
い
て
は
、

林
内
に
放
置
さ
れ
る
ア
カ
マ
ツ
残
材
に

カ
ミ
キ
リ
が
産
卵
す
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
破
砕
機
に
よ
り
チ
ッ
プ
に
し
産

卵
を
防
止
し
て
い
ま
す
。

破
砕
し
た
チ
ッ
プ
は
林
内
の
作
業
路

に
敷
き
な
ら
し
有
効
利
用
し
て
い
ま
す
。

地
上
散
布

地
上
か
ら
ス
パ
ウ
タ
ー
（
特
殊
散
布

機
）
で
薬
剤
を
散
布
し
、
媒
介
者
と
な

っ
て
い
る
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
を
駆
除
し
ま

す
。
市
内
で
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
所

と
な
っ
て
い
る
穂
高
・
権
現
宮
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場
内
5
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

散
布
し
て
い
ま
す
。
周
囲
の
薬
剤
散
布

を
し
て
い
な
い
松
林
と
比
べ
る
と
枯
れ

る
木
が
少
な
く
薬
剤
の
効
果
が
出
て
い

ま
す
。

空
中
散
布
（
無
人
ヘ
リ
）

高
所
作
業
車
か
ら
ラ
ジ
コ
ン
操
作
に

よ
り
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
薬
剤
散
布

し
ま
す
。
本
年
度
は
豊
科
・
大
口
沢
区

伐
倒
焼
却

被
害
木
を
切
り
倒
し
玉
切
り
に
し
、

枝
も
含
め
焼
却
す
る
こ
と
で
木
の
中
に

い
る
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
幼
虫
等
を
駆
除

し
ま
す
。

内
の
き
の
こ
山
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
散
布

し
ま
し
た
。

樹じ
ゅ
か
ん幹

注
入

健
康
な
松
に
冬
期
の
２
月
こ
ろ
薬
剤

を
注
入
す
る
こ
と
で
線
虫
の
侵
入
を
防

ぎ
ま
す
。

樹
幹
注
入
剤
は
、
薬
剤
に
も
よ
り
ま

す
が
最
低
5
年
間
は
効
果
を
発
揮
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
松
く
い

虫
対
策
と
し
て
か
な
り
有
効
な
対
策
で

す
が
費
用
が
高
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
対
策
の
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。

市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
を
対
象

と
し
た
樹
幹
注
入
講
習
会
も
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
に
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
で
も
市
の
松
く

い
虫
対
策
に
つ
い
て
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

伐
倒
く
ん
蒸

被
害
木
を
切
り
倒
し
、
1
・
5
メ
ー

特集◎市内で拡大　松くい虫被害

市
の
対
策

松
を
守
る
に
は
、媒
介
者
と
な
る
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
「
駆
除
」
や
、

健
康
な
松
に
は
薬
剤
を
施
し
、
枯
れ
な
い
よ
う
に
「
予
防
」
す
る

こ
と
で
線
虫
の
被
害
拡
大
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
市

が
取
り
組
む
具
体
的
な
方
法
を
紹
介
し
ま
す

地上散布の様子

大型破砕機による処理の様子

焼却処理（穂高・烏川河川敷内）

対策
１

対策
2

予　

防

駆　

除

樹幹注入講習会

３月から伐倒くん蒸済み材の搬出作業を行います

長峰山から光城山へ続く林道長峰線・光城山線の沿線には、松くい虫
被害木をくん蒸処理し、ビニールシートで被覆されたアカマツのくん蒸
済み材が放置されています。市では、景観や落木等による事故防止のた
め、３月からこのくん蒸済み材を搬出します。作業中は、林道の片側通
行などにご理解とご協力をお願いします。

なお、搬出したくん蒸済み材については、天平の森の薪ボイラーの燃
料やベンチ、プランター等に有効活用します。

被害木伐倒駆除費用額

うち補助金額

12,000万円

10,000万円

8,000万円

6,000万円

4,000万円

2,000万円

0
19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

伐倒くん蒸費
１平方メートルあたり 2 万 3,000 円
直径 30㎝のアカマツを伐倒材積約 0.8 平方メー
トル（枝を含む）
樹幹注入
薬剤単価は 1 本約 2,500 円
直径 40 センチメートルの松で約 6 本使用

松くい虫被害対策にかかる費用

　市では、激増する松枯れへの対策として主
に枯れた松の処理対策をしてきました。伐倒
くん蒸および破砕処理などの費用は、平成
24 年度で約 6,600 万円掛かっています。

伐倒駆除費用の推移

主な処理経費

（金額）

（年度）
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被
害
の
多
い
東
山
地
域
で
は
、
山
林

所
有
者
や
市
民
な
ど
が
参
加
し
「
東
山

地
区
松
く
い
虫
被
害
対
策
協
議
会
」
を

設
立
し
、
守
る
べ
き
松
林
を
定
め
、
地

域
一
体
と
な
っ
た
対
策
を
検
討
し
、
具

体
的
な
防
除
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
激
害
地
域
で
は
、
地
区
実
施
委
員

会
を
設
立
し
、
次
代
に
つ
な
げ
る
健
全

な
里
山
の
再
生
と
保
全
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

松
が
な
く
な
る
こ
と
で
支
障
が
生
じ

る
林
（
ま
つ
た
け
山
、
景
観
、
災
害
危

険
箇
所
な
ど
）
で
地
域
に
合
っ
た
防
除

を
進
め
て
い
ま
す
。

材
や
伐
採
木
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
建
て
替
え
た
長
峰
山
の
展
望

台
に
も
被
害
木
を
一
部
利
用
し
て
い
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
松
く
い
虫

被
害
の
現
状
や
、
地
域
一
帯
で
松
く
い

虫
対
策
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
樹
幹
注

入
な
ど
の
防
除
技
術
の
講
習
会
を
行
っ

空
中
散
布

有
人
（
無
人
）
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
健

康
な
松
に
薬
剤
を
散
布
し
、
松
に
飛
来

し
た
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
を
駆
除
し
ま
す
。

被
害
木
の
伐
倒
処
理

・
く
ん
蒸
処
理

・
破
砕
処
理

・
焼
却
処
理

松
く
い
虫
被
害
木
を
含
め
た
樹
木
を

伐
採
し
、
森
林
の
健
全
化
を
図
る
た
め

に
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

樹
種
転
換

被
害
の
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
、
ま

つ
た
け
山
な
ど
の
守
り
た
い
松
林
の
ま

わ
り
の
ア
カ
マ
ツ
等
を
皆
伐
（
す
べ
て

伐
採
）
し
、
松
以
外
の
樹
種
に
変
え
る

て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ

と
協
働
し
、
被
害
材
の
活
用
や
、
カ
ミ

キ
リ
ム
シ
の
天
敵
で
あ
る
ア
カ
ゲ
ラ
の

巣
箱
作
り
な
ど
行
い
、
市
民
や
子
ど
も

向
け
に
被
害
に
つ
い
て
周
知
を
行
っ
て

い
ま
す
。

現
在
、
個
人
宅
の
庭
や
神
社
、
寺
な

ど
の
被
害
木
に
つ
い
て
は
市
が
処
理
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
度
か
ら

こ
と
に
よ
り
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
飛
来

に
よ
る
伝
染
を
防
ぎ
ま
す
。市
内
で
は
、

平
成
22
年
度
に
明
科
宮
中
区
で
約
3
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
樹
種
転
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。近

年
で
は
皆
伐
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て

い
な
い
た
め
、
住
宅
付
近
で
は
地
域
住

民
の
理
解
や
十
分
な
地
元
調
整
が
必
要

で
す
。

森
林
整
備（
更
新
伐
）に
よ
る
対
策

更
新
伐
（
※
）
は
、
被
害
木
を
含
め

た
ア
カ
マ
ツ
を
7
割
以
上
伐
採
し
、
一

部
の
健
全
な
木
を
残
し
な
が
ら
他
の
樹

種
に
更
新
さ
せ
、
健
全
な
里
山
へ
再
生

し
ま
す
。伐
採
後
の
植
栽
に
つ
い
て
は
、

天
然
更
新
、
植
栽
ど
ち
ら
で
も
対
応
が

で
き
ま
す
。
く
ん
蒸
処
理
か
ら
更
新
伐

は
新
た
に
補
助
制
度
を
設
け
、
松
を
所

有
す
る
皆
さ
ん
に
被
害
木
処
理
に
つ
い

て
協
力
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

市
で
は
、
地
域
や
市
民
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
な
が
ら
松
く
い
虫
被
害
対
策
を

行
い
、
安
曇
野
ら
し
い
風
景
の
一
つ
で

あ
る
里
山
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、
お
困
り
の
場
合
は
相
談
く

だ
さ
い
。

問
三
郷
総
合
支
所
内
耕
地
林
務
課

　

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０

に
変
え
て
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被

害
木
の
処
理
と
里
山
の
再
生
を
推
進
し

ま
す
。
本
年
度
は
明
科
七
貴
、
明
科
南

陸
郷
で
行
っ
て
い
ま
す
。

※
更
新
伐

平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い
森
林
整

備
の
補
助
事
業
。
複
層
林
造
成
や
広
葉
樹
林

化
を
進
め
る
た
め
、
不
用
木
や
不
良
木
を
取

り
除
い
た
り
搬
出
し
た
り
し
ま
す
。

　

松
く
い
虫
被
害
材
な
ど
の
伐
採
木

を
有
効
活
用
し
ま
す
。
身
近
に
活
用
で

き
る
薪
に
つ
い
て
は
、
市
で
は
里
山
の

再
生
を
図
る
う
え
で
最
も
有
効
な
手
段

と
考
え
、
長
峰
山
・
天
平
の
森
な
ど
に

薪
を
熱
源
と
す
る
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入

し
、
今
ま
で
利
用
で
き
な
か
っ
た
被
害

特集◎市内で拡大　松くい虫被害

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
森
の
再
生
を

防
除
へ　
５
つ
の
基
本
戦
略

　

こ
れ
ま
で
市
で
は
、主
に
枯
れ
た
松
の
伐
倒
処
理
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
被
害
の
多
い
地
域
で
は
効
果
が
表
れ
な
い
上
、
枯
れ
た
松
の

す
べ
て
の
処
理
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
新
た
に
５
つ
の
基
本

戦
略
を
定
め
、
防
除
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

戦略
1

戦略
2

戦略
5

戦略
4

地
域
で
の

防
除
体
制
づ
く
り

守
る
べ
き
松
林
で
の

的
確
な
防
除

被
害
の
普
及
啓
発

（
講
習
会
等
）

被
害
材
を
含
め
た

伐
採
木
の
活
用

皆伐後の植林の様子
（明科・宮中区）

地域での松枯れ防除
更新伐事業モデル地区で
対策に取り組む皆さんに聞きました

失われた 30 年からの
里山再生を

地域全体で
新しい押野山に

中村地区里山更新伐
実施委員会
委員長　遠藤宏

こ う い ち

一さん
（明科・南陸郷区）

下押野区
区長　下里博

ひ ろ よ し

義さん
（明科・下押野区）

南陸郷区の中村地区では、押野山北部の荒廃した里山の再生
に向け、総合的な取り組みを平成 22 年度から始めました。現在、
市の里山整備更新伐事業モデル地区の一つとして、10 ヘクター
ルで 7 割以上の搬出間伐を進めています。また、間伐材などを製
材用材や合板材、薪、紙パルプ材などの用途に県内外へ提供して
います。これまで地域ぐるみで集落営農組織の法人化を進め、国
や県と協働しながら平成 23 年度には 60 ヘクタールで 3 割間伐整
備し、獣害防護用電気牧柵を 2 キロメートル自力設置などに市内
の他地域に先駆けて取り組みました。今後は、地域の子どもたち
も参加し、30 年間荒廃して失われていた里山を健全に再生し次
代に引き継いでいければと願っています。

区内の押野山の松くい虫被害は平成 22 年ころから急激に進
み、他の防除策もないため、平成 24 年から市の更新伐事業モ
デル地区の一つとして区も協力しながら取り組んでいます。
更新伐では、ほとんどの松を伐採しますが、幸いにも 80 人い
る山林所有者の理解もあり、これまで約 20 ヘクタールの山林
が伐採されています。

伐採後の山の再生には、何年もの時間が掛かります。山林
所有者以外の区民の理解や更新伐実施委員会の組織力強化、
伐採による土砂災害などへの防災対策をはじめ課題もありま
すが、押野山の再生に向け地域全体で取り組んでいきたいと
思っています。

戦略
3

森
林
の
健
全
化
の
推
進

（
樹
種
転
換
・
更
新
伐
）

アカゲラの巣箱の設置
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安
曇
野
暮
ら
し

ツ
ー
リ
ズ
ム

安
曇
野
市
の
観
光
が
目
指
し
て
い
る
「
安
曇
野
暮
ら
し
ツ
ー
リ
ズ
ム
」。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
来
訪
者
に
安
曇
野
ら
し
い
暮
ら
し
や
生
き
方

を
伝
え
、
交
流
を
通
じ
て
暮
ら
し
や
生
き
方
を
さ
ら
に
輝
か
せ
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

観光関連事業者

連携
協働

連携
協働

対価

飲食・宿泊などの
サービス・商品の提供

安曇野暮らしの
ガイド・案内

安曇野暮らしの
体験・応援

来訪者
市民

農林漁業などの
他産業

安曇野暮らしツーリズム

市
が
目
指
す
観
光
像

安
曇
野
市
に
は
、
湧
水
な
ど
の
豊
か
な
自
然

環
境
、
美
し
い
農
村
景
観
、
歴
史
や
文
化
、
芸

術
な
ど
が
あ
り
、
昨
年
度
、
安
曇
野
市
に
は

延
べ
３
６
３
万
人
も
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

市
は
昨
年
3
月
、「
安
曇
野
市
観
光
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
。
観
光
振
興
の
意
義
を
、
観
光

関
連
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

他
産
業
な
ど
と
の
連
携
の
も
と
、
市
全
体
を
豊

か
に
す
る
こ
と
と
し
て
と
ら
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
定
め
た
の
が「
安

曇
野
暮
ら
し
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
す
。

3
つ
の
テ
ー
マ
を
基
に
取
り
組
み

安
曇
野
の
風
土
は
、
日
本
の
原
風
景
・
心
の

ふ
る
さ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
検
討
委
員
会
で
は
、
来
訪
者

に
一
番
伝
え
た
い
こ
と
と
し
て
、
自
然
と
共
生

し
、
農
の
あ
る
景
観
と
地
産
地
消
に
よ
る
豊
か

な
食
生
活
、
文
化
や
芸
術
に
触
れ
、
み
ん
な
で

協
力
し
あ
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
と
い
う
「
安
曇

野
ら
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
」
だ
と
考
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
安
曇
野
の
暮
ら
し
に
大
き
く
か
か

わ
り
、
代
表
的
な
地
域
資
源
で
も
あ
る
「
水
」、

「
農
」、「
歴
史
・
文
化
、
芸
術
」
を
テ
ー
マ
に

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
定
し
ま
し
た
。今
後
、

こ
の
3
つ
の
テ
ー
マ
を
基
に
具
体
的
な
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

地
域
を
知
り
、
伝
え
、
磨
く

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
曇
野
の
地
域
資
源
に
ふ

れ
、
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
来
訪
者
を
ひ
き
つ
け
、

豊
か
な
旅
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
し
て
、
来
訪
者
と
の
交
流
は
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
さ
ら
に
輝
か
せ
る
こ
と
に
結
び
つ

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
皆
さ
ん
と
共

に
、
こ
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
市
内
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

市民の声

来訪者・未来訪者の声

訪れたこと
がある人 参加希望

59.5％

希望しない
14.2％

どちらでもない
26.4％

参加希望
46.7％

どちらでもない
24％

希望しない
29.3％

訪れたこと
がない人

観光施策への期待・望ましい来訪者との関わり

安曇野暮らしツーリズムの参加意向

観 光施策への期待としては、「飲食業や宿泊施設の振興」が
半数を超える一方で、「市民活躍の場の拡大」は 15.6％と

低く、望ましい来訪者との関わり方では、30％以上が「特に関
わりたくない」と回答していることから、市民の皆さんに「安
曇野暮らしツーリズム」をご理解いただき、協力いただける仕
組みを作っていくことが必要です。

旅 行者ニーズ調査によると、「安曇野暮ら
し」をコンセプトとした体験について、

安曇野市に訪れたことがある人の 59.5％
が参加希望と回答、訪れたことがない人の
46.7％が参加希望と回答しました。（参加希
望＝「そう思う」と「ややそう思う」と回答
した人の合計）

市 民意識調査（平成 24 年４月）によると、市民
が必要だと考える観光施策として、「景観の保

全」が 67％と最も多く、次いで「自然資源の保護」
が挙げられました。安曇野の美しい景観や自然を
誇りに思い、大切にしたいという「安曇野暮らし」
の価値観が現れています。

景観の保全

自然資源の保護

キャンペーン・PR の実施

数値目標指標
　各施策に計画的に取り組むため、市観光振興ビジョ
ンでは以下の数値目標を指標としました。なお、現状
数値の把握ができていない項目は、今後、必要な数値
を把握し、目標数値を設定していきます。

●観光経済波及効果　
観光による経済波及効果の最大化を目指します。平成

25 年度に推計される市内の観光総消費額を基準とし、平
成 29 年度までに 12.3％増、平成 34 年までに 26.1％増を
目標とします。

●滞在時間（日帰り客・宿泊客）
来訪者に少しでも長く安曇野市に滞在していただき、安

曇野暮らしを体感していただくことを目指します。

●来訪者満足度
「安曇野暮らしツーリズム」の質を向上させ、リピーター

の増大や観光消費額の拡大を目指します。「大変満足」の
割合を平成 29 年度までに 25.0％にすることを目指します。

（※１）

●再来訪意向
「安曇野暮らしツーリズム」に共感し、安曇野市を応援

してくれるリピーターの増加を目指します。「大変そう思
う」の割合を平成 29 年度までに 25.0％にすることを目指
します。（※１）

●「安曇野暮らし体験プログラム」参加者数
「安曇野暮らし体験プログラム」を開発し、参加者の増

加を目指します。

※ 1）観光立国推進基本法に基づき閣議決定された「観光立国推
進基本計画」の目標に準じる。

キーワードは…

安
曇
野
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

必要と考える観光施策

安曇野暮らしツーリズムとは…
安曇野らしい暮らし方・生き方「安曇野暮
らし」を知り、広く伝え、磨きをかけ、さ
らに輝かせていく一連の活動

67.2％

43.2％

22.4％
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「
安
曇
野
暮
ら
し
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
実
現
の

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
観
光

関
係
団
体
の
皆
さ
ん
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

か
ら
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
部
局
間
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
、
観

光
振
興
の
拠
点
と
な
る
施
設
や
エ
リ
ア
を
計
画

的
に
整
備
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
ど
の
エ
リ
ア
？

整
備
は
大
き
な
二
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
、

計
画
し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
市
の
北
部
に
位
置
し
、
安
曇
野
の
豊

富
な
水
資
源
を
有
す
る
地
域
で
す
。
こ
の
地
域

は
都
市
再
生
整
備
計
画
に
よ
る
「
安
曇
野
水
辺

の
里
地
区
」
と
し
て
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
も
う
一
つ
は
、
市
の
南
部
に
位
置
す
る
地

域
で
、北
部
に
集
中
し
て
い
る
観
光
の
動
線
を
、

よ
り
長
く
滞
在
で
き
る
仕
組
み
に
す
る
た
め
に

整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
安
曇
野
水
辺
の
里
」拠
点
整
備

安
曇
野
暮
ら
し
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
恵
み
で

あ
る
「
水
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
上
図
の
地
区
は
来
訪
者
が
多
い
地
域

で
あ
り
、
自
然
環
境
が
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
拠
点
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
水
を
感
じ
る
空
間
の
拠
点
と

し
て
、
三
角
島
、
自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
せ

せ
ら
ぎ
、
安
曇
野
の
里
、
万
水
川
の
各
周
辺
の

整
備
。
来
訪
者
の
回
遊
性
を
高
め
る
基
盤
整
備

と
し
て
穂
高
駅
前
周
辺
。
西
山
山
麓
の
観
光
拠

点
と
し
て
、
平
成
27
年
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
し

ゃ
く
な
げ
の
湯
周
辺
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま

す
。南

部
エ
リ
ア
の
拠
点
整
備

ま
た
、
市
の
南
部
に
位
置
す
る
エ
リ
ア
は
、

三
郷
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
富
士
山
の
見
え
る
展
望

台
の
新
設
、
登
山
道
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま

す
。こ

の
整
備
は
、
大
滝
山
登
山
道
か
ら
、
蝶
が

岳
や
徳
本
峠
に
向
か
う
登
山
道
を
含
め
た
基
盤

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
整
備
を
皮
切
り

に
、
南
部
エ
リ
ア
の
魅
力
を
発
信
し
、
周
遊
型

観
光
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

水
辺
の
里
の
拠
点
整
備
は
、
平
成
26
～
30
年

に
か
け
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
三
郷
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
展
望
台
は
平
成
26
～
27
年
に
か
け
て
整

備
を
し
ま
す
。

問
穂
高
総
合
支
所
内
観
光
課

　
（
82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

施
設
や
エ
リ
ア
の

整
備
は
ど
う
な
る
!?

市
で
は
、
観
光
拠
点
と
な
る
施
設
や
エ
リ
ア
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
主
な
整
備
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

▶連続テレビ小説「おひさま」の
ロケ地にもなった自然体験交流
センターせせらぎ。散策路を整
備する予定です。

都市再生整備計画「安曇野水辺の里地区」
三郷スカイライン整備

▶三郷スカイラインからの眺望。富士山や
安曇野を西から一望できるスポット。

山 岳観光は、アルプスを背景にしてい

る安曇野だからこそできる取り組み

だといえます。主要な登山道が複数あり、

周辺には天然温泉を有する宿泊施設がある

など、その条件にも恵まれています。三郷

スカイライン・展望台を整備することで、

滞在型山岳観光を推進します。また、周辺

地域は「リンゴ」を中心としたグリーン・

ツーリズムにも取り組んでいる地域です。

将来的には幹線道路などのインフラ整備を

計画し、南部エリアからの交流人口の拡大

にも取り組んでいく計画です。

【グリーン・ツーリズム】
農山漁村地域において自然、文化、人々との交流を楽
しむ滞在型の余暇活動。

▶平成 27 年 7 月にオープン予定の「安曇野しゃ
くなげの湯」。周辺も安曇野の自然環境に配慮
した整備を計画します。

▶万水川、蓼川、欠の川に囲まれた自然豊
かな場所「三角島」。遊歩道や橋などを
整備する予定です。

▶穂高駅前の整備を行うことで、
安曇野市観光の玄関口として活
性化を図ります。

観光にかかわる
整 備 計 画

「水」を感じる空間の
拠点整備

来訪者の回遊性を高める
基盤整備

西山山麓の
観光拠点整備

安曇野の里
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◎
国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
へ

自
分
の
体
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

市
で
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
精
密
健
康
診
断
（
人
間

ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
）
を
受
診
す
る
場
合
の
経
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
受
診
で
、
病
気
の
早
期
発
見
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
助
成
対
象
者
と
助
成
金
額

35
歳
～
74
歳
ま
で
の
国
保
加
入
者

が
助
成
対
象

助
成
対
象
者
は
次
の
条
件
を
満
た
す

人
で
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
世

帯
に
属
す
る
人

▽
35
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者

▽
検
査
結
果
を
市
へ
提
出
で
き
る
人

助
成
金
額
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

年
度
内
で
１
回
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
と
併
用
す
る
脳
ド

ッ
ク
の
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド

ッ
ク
両
方
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
費
用
が

助
成
金
額
を
下
回
る
場
合
に
は
、
検
査

費
用
か
ら
１
０
０
０
円
を
差
し
引
い
た

額
を
助
成
し
ま
す
。（
１
０
０
０
円
未

満
の
端
数
切
り
捨
て
）

1　

助
成
申
請

人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
を
実

施
し
て
い
る
す
べ
て
の
医
療
機
関
が
助

成
対
象
で
す
。

受
診
日
の
お
お
む
ね
１
カ
月
前
か
ら

前
日
ま
で
に
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

で
助
成
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
4
月

以
降
に
受
診
す
る
人
は
、
3
月
3
日

（
月
）
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
持
ち
物

▽
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
案
内

通
知
（
受
診
医
療
機
関
発
行
）

▽
国
民
健
康
保
険
証

▽
印
鑑

2　

助
成
方
法

助
成
方
法
は
、
次
の
と
お
り
市
と
医

療
機
関
と
の
契
約
の
有
無
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

●助成金額（表１）
区分 内容 助成金額

人間ドック
日帰り 2 万 5 千円

１泊２日 ３万円

脳ドック

人間ドックと併用 １万円

特定健康診査を兼ねる ２万円

簡易ドック １万 5 千円

■
申
請
の
方
法

契
約
医
療
機
関
と
そ
れ
以
外
で
は

助
成
方
法
が
異
な
り
ま
す

①
契
約
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合

　
（
図
１
）
―
契
約
方
式

市
と
契
約
す
る
医
療
機
関
（
表
2
）

で
受
診
す
る
場
合
は
、
申
請
時
に
交
付

を
受
け
た
「
助
成
券
」
を
受
診
時
に
提

出
し
ま
す
。
検
査
費
用
と
助
成
金
額
と

の
差
額
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
い

ま
す
。
検
査
結
果
は
、
医
療
機
関
か
ら

直
接
、
市
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

②
契
約
医
療
機
関
以
外
で
受
診
し
た
場

合
（
図
2
）
―
償
還
払
い
方
式

市
と
契
約
し
て
い
な
い
医
療
機
関
で

受
診
す
る
場
合
は
、
検
査
費
用
を
医
療

機
関
の
窓
口
で
全
額
支
払
い
ま
す
。
後

日
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
助
成

金
請
求
を
行
い
ま
す
。

●
持
ち
物

▽
医
療
機
関
が
発
行
す
る
領
収
書

▽
検
査
結
果

▽
印
鑑

▽
振
り
込
み
を
希
望
す
る
口
座
の
預
金

通
帳

請
求
後
、
お
お
む
ね
1
カ
月
か
ら
2

カ
月
後
に
助
成
金
を
指
定
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。

問
穂
市
民
課
国
保
年
金
担
当

（
82･

３
１
３
１
㈹ 

82･

６
６
２
２
）

◎国民健康保険の受診助成制度

人間ドック・脳ドック受診

●契約医療機関（表２）

医療機関名

受診区分

人間ドック 脳ドック

日帰り １泊 人間ドック
と併用

特定健診を
兼ねる 簡易

市　

内

安曇野赤十字病院
472・3170 ㈹ ○ － ○ ○ －

穂高病院
481・1011 ○ ○ － － －

高橋医院
482・2561 ○ ○ － － －

須澤クリニック
482・2993 ○ ○ － － －

市　

外

相澤健康センター
434・6360 ○ ○ ○ ○ －

丸の内病院
428・0055 ○ ○ ○ － －

松本協立病院
435・0479 ○ ○ ○ － －

松本市医師会
医療センター診療所
435・4997 ㈹

○ － － － －

安曇総合病院
40261・61・1181 ○ ○ ○ ○ △

松本市立病院
492・7106 ○ ○ ○ ○ －

長野県健康づくり事業団
長野健康センター
4026・286・6409

○ － － － －

藤森病院
433・3672 ㈹ ○ ○ － － －

一之瀬脳神経外科病院
448・6600 － － ○ ○ △

城西病院
433・6400 ㈹ ○ ○ ○ ○ －

※○ = 受診可能　－＝健診実施なし　△＝償還払い方式で受診
※他の医療機関で受診する場合は償還払い方式になります。

契約医療機関で受診する場合（図1）契約医療機関以外で受診する場合（図2）

市国保

⑤検査結果 

（費用全額負担）

③助成金交付決定②助成金申請
⑦助成金支払い⑥助成金請求

検査結果提出

①予約
④受診

⑧特定保健指導（該当者のみ） 

③助成券発行
⑤検査結果提出、
助成券分の
費用請求

②助成金
申請 ⑦特定保健指導

（該当者のみ）

⑥助成金
支払い

⑤検査結果

①予約
④受診

（助成券との差額負担）

市国保

人間ドック
脳ドック
受診者
被保険者
35～ 74歳

人間ドック
脳ドック
受診者
被保険者
35～ 74歳

人間ドック
脳ドック
実施医療機関

人間ドック
脳ドック
契約医療機関

※簡易脳ドッグ以外は、市が行う特定健康診査と重複して助成は受けられません。
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４月１日から松本税務署からお知らせ

４月１日から
消費税率が引き上げられます

水道料金・下水道使用料
が変わります
　4 月 1 日から消費税率が 5％から 8％に引き上げられるのに伴い、市水道料金・下水道使用料を改定し
ます。本市においても、水道料金・下水道使用料の増税分を利用者の皆さんにご負担いただくことにな
ります。
　新料金は、消費税率引き上げに伴う経過措置が適用されるため、水道料金は本年 7 月請求分から、下
水道使用料は 8 月請求分からとなります。利用者の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
問豊科総合支所内業務課　472・3111 ㈹ 672・3176

「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一部を改正する等の
法律」により、消費税法の一部が改正されました。主な改正内容は次のとおりです。
問松本税務署　432・2790（自動音声案内）
●主な改正内容
１ 消費税収入の使途が明確化

消費税収（国分）の使い道を社会保障（年金、医療、介護、少子化対策）に充てるものとされ、法
律上これを明確化しました。

２ 消費税率を引き上げ
　段階的に引き上げが行われます。
※経済状況等を総合的に勘案した上で、税率引き

上げの停止を含め所要の処置を講ずることとさ
れています。

３ 経過処置が設けられました。
適用開始日以後に行われる資産の譲渡等のうち、一定のものについては、改正前の税率を適用する

こととする経過措置が講じられています。
●改正内容の詳細

国税庁ホームページ「消費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一体改革）」をご覧ください。
uhttp://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/pamph/shohi/kaisei/201304.htm

●問い合わせ・相談窓口
消費税価格転嫁等総合相談センター

次の問い合わせについて、電話または問い合わせフォームにより受け付けます。
①転嫁に関すること　②広告・宣伝に関すること　③消費税の総額表示に関すること　④便乗値上げ

に関すること
40570・200・123　受付時間：平日午前 9 時から午後 5 時まで　（平成 26 年 3 月・4 月は土曜日も受付）

　uhttp://www.tenkasoudan.go.jp

消費税率改定対応

●水道料金

●下水道使用料

基本料金　　　（１期２カ月分　消費税込み） 超過料金　　　　　　　　　　　　（消費税込み）

（１期２カ月分　消費税込み）

●新料金の適用時期
旧料金

５月までの検針

水道料金
６月までの請求
下水道使用料
７月までの請求

６月からの検針

水道料金
７月からの請求
下水道使用料
８月からの請求

新料金

用　途 口径
（㎜）

基本
水量

新料金
（円）

旧料金
（円）

一般用

13

20㎥

3,080 3,000
20 5,140 5,000
25 6,980 6,800
30 9,040 8,800
40 12,340 12,000
50 20,560 20,000
75 41,140 40,000

100 72,000 70,000
150 144,000 140,000

公衆浴場用 20 400㎥ 17,700 17,220
40 28,500 27,720

区　分 使用水量
超過料金（1㎥につき）

新料金（円） 旧料金（円）
豊　科
三　郷

使用水量21㎥以上60㎥まで 155 150
使用水量61㎥以上 186 180

穂　高
使用水量21㎥以上60㎥まで 196 190
使用水量61㎥以上 211 205

堀　金
使用水量21㎥以上60㎥まで 155 150
使用水量61㎥以上 175 170

明　科
使用水量21㎥以上60㎥まで 222 215
使用水量61㎥以上200㎥まで 242 235
使用水量201㎥以上 263 255

公衆浴場用 1㎥につき 44 42

種　別 区　分 汚水量 （㎥）
公共下水道使用料（円） 農業集落排水施設使用料（円）

新料金（円） 旧料金（円） 新料金（円） 旧料金（円）

一般
汚水

基本料金 0 ～ 20 3,888 3,780  3,888 3,780

超過分
（１㎥につき）

21 ～ 60 194.4  189 194.4 189
61 ～ 200 205.2  199.5 205.2 199.5
201 以上 216 210 216 210

公衆浴場 1㎥につき 45.36 44.1
一時使用 1㎥につき 216  210 216 210

市県民税・所得税の申告は 3 月 17 日（月）まで

　平成 25 年中に収入がない人でも、次に該当する場合はお早めに申告をお願いします。
○国民健康保険加入者およびその世帯主　○後期高齢者医療保険加入者およびその世帯員　○介護保険加入者お
よびその世帯員　○市外に住んでいる親族の扶養になっている人　○収入がない、または非課税収入のみで、税
法上の扶養になっていない人　○所得証明書などが必要な人　○所得要件のある各種制度の申請をする人　○臨
時福祉給付金の申請をする人

※市県民税の申告書は、各総合支所地域支援課窓口または市ホームページから入手できます。
市県民税に関する問い合わせ　豊科総合支所内市民税課（472・3111 ㈹ 672・8340）
所得税に関する問い合わせ　松本税務署（432・2790）（自動音声案内）

区　分 現　行 平成26年4月1日 平成27年10月1日
消費税率 4.0% 6.3% 7.8%

地方消費税率 1.0% 1.7% 2.2%
（消費税額の25/100）（消費税額の17/63）（消費税額の22/78）

合　計 5.0% 8.0% 10.0%
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市政トピックス

■
災
害
時
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
応
急
・
復
旧
対
応
の
協
定
締
結

■
異
業
種
連
携
「
安
曇
野
モ
デ
ル
」
推
進
に
助
成
制
度
新
設
を
答
申

市
で
は
１
月
17
日
、
本
庁
舎
で
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
事
業
者
で
構
成
す
る
2
団
体

と
「
災
害
時
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に

係
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
調
印

し
ま
し
た
。

調
印
し
た
の
は
、
県
内
の
６
８
４

事
業
所
で
構
成
す
る
一
般
社
団
法
人

長
野
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
小
林
芳
夫

会
長
・
長
野
市
）
と
、
松
本
地
域
の

１
２
５
事
業
所
で
構
成
す
る
長
野
Ｌ

市
商
工
業
振
興
審
議
会
（
齊
藤
正

昭
会
長
）
は
１
月
18
日
、
本
庁
舎
で

企
業
支
援
の
た
め
の
商
工
業
振
興
事

業
助
成
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
答

申
し
ま
し
た
。

答
申
は
、
市
が
示
し
た
市
内
産
農

産
物
を
活
用
し
て
、
市
内
の
商
工
業

者
と
農
林
漁
業
者
と
が
連
携
し
て
行

う
、
商
品
開
発
な
ど
の
経
費
に
対
す

る
助
成
制
度
の
新
設
や
、
利
用
が
少

Ｐ
協
会
松
本
支
部
（
会
田
恵
司
支
部

長
・
松
本
市
）
で
す
。
協
定
で
は
、

地
震
な
ど
の
災
害
時
に
市
の
要
請
を

受
け
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
が
仮
設

住
宅
や
避
難
所
な
ど
へ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を

供
給
す
る
こ
と
や
、
被
災
し
た
家
屋

等
で
の
供
給
施
設
の
点
検
、
土
砂
崩

れ
な
ど
で
流
れ
た
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
回

収
な
ど
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
つ
い
て
応
急
・

復
旧
対
応
を
行
い
ま
す
。
宮
澤
市
長

な
い
現
行
の
助
成
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
新
助
成
制
度
へ
の
意
見

で
は
、
助
成
の
可
否
を
判
断
す
る
審

査
会
の
役
割
や
制
度
の
推
進
を
図
る

た
め
の
組
織
の
重
要
性
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
11
月
に
市
産
業
振

興
連
携
推
進
会
議
か
ら
示
さ
れ
た
、

新
た
な
産
業
振
興
策
（
安
曇
野
モ
デ

ル
）
と
な
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た

異
業
種
連
携
を
推
進
す
る
助
成
制
度

の
提
案
を
受
け
、
昨
年
12
月
に
同
審

議
会
に
諮
問
し
て
い
ま
し
た
。

答
申
を
受
け
、
市
で
は
市
内
事
業

者
の
異
業
種
連
携
に
よ
る
産
業
振
興

推
進
に
向
け
、
現
行
の
商
工
業
振
興

助
成
制
度
の
見
直
し
を
行
う
予
定
で

す
。

は
あ
い
さ
つ
で
「
協
定
に
よ
り
事
業

者
の
皆
さ
ん
と
日
ご
ろ
か
ら
連
携
を

密
に
し
、
万
一
の
災
害
時
に
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
の
迅
速
な
応
急
・
復
旧
に
対
応
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

調印を終えた２団体の代表者と宮澤市長

答申書を宮澤市長に手渡す齊藤会長（写真中央）

■
市
長
と
語
る
会
に
７
４
９
人
が
参
加

市
で
は
、
市
政
懇
談
会
「
市
長
と

語
る
会
」
を
１
月
18
日
か
ら
2
月
１

日
ま
で
市
内
5
会
場
で
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
懇
談
会
は
、
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
語

り
合
う
場
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
本
年
は
5
つ
の
会
場
で

延
べ
７
４
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
新
本
庁
舎
建
設
後
の

各
支
所
の
整
備
や
学
校
、
子
育
て
な

ど
の
教
育
課
題
、
森
林
、
道
路
な
ど

の
環
境
整
備
の
ほ
か
、
各
地
域
で
抱

え
る
幅
広
い
分
野
の
課
題
に
つ
い

て
、
積
極
的
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま

し
た
。

市
で
は
、
5
会
場
で
の
概
要
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
予
定
で

す
。ま

た
、
当
日
の
模
様
は
あ
づ
み
野

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

幅広い課題の意見交換がされた（１月 19 日堀金会場 ）

新本庁舎建設
ニュース№10

１階の柱と梁
はり

の組み立てが完了し
ました

1 月から始まった柱と梁の組み立て工事は１階
部分が完了、2 階部分の工事に移っています。建
設工事開始から 10 カ月が経過し、いよいよ新本
庁舎が姿を現し始めました。

問本庁舎内庁舎建設推進課
471・2000 ㈹ 671・5000

第 3 回現場見学会を開催
●日時　3 月 23 日（日）

▷午前の部　午前 11 時～正午
▷午後の部　午後 1 時～ 2 時
※雨天の場合は、30 日（日）に延期

●場所　新本庁舎建設地（豊科 6000 番地）
　　　　豊科近代美術館西
●対象　小学 4 年生以上の市民
●申し込み　3 月 14 日（金）までに電話で申

し込んでください。（平日の午前 8 時 30 分
から午後 5 時 15 分まで）

※詳細は、後日参加者に郵送で通知します。

柱と梁の設置工事の様子（２月 5 日撮影）

会　場 放　　映　　日
堀　金 2 月 22 日（土）23 日（日）
豊　科 3 月 8 日（土） 9 日（日）
穂　高 3 月 15 日（土）16 日（日）
三　郷 3 月 22 日（土）23 日（日）

●放映日

●放映時間　午前 9 時、午後１時、午後 7 時
※明科会場は 2 月 15 日、16 日に放映済み
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市の特産品の一つリンゴを使った「安曇野
林檎ナポリタン」の試食会が 16 日、レスト
ランアベ（穂高）で開催されました。安曇野
林檎ナポリタンは、市、安曇野調理師会、松
本大学などが連携し、新たなご当地グルメ候
補として考案したもので、リンゴのさわやか
な酸味とやさしい甘みが特徴のパスタ料理で
す。この日は、市内飲食店がそれぞれにアレ
ンジを加えた試作品を持ち寄り、試食や意見
交換をしました。このメニューは、今後、市
内参加飲食店で販売されます。

市消防団出初式が１月 12 日、穂高会館で
行われ約 600 人の団員が参加しました。団長
の寺

てらはた

畑佳
よし じ

司さん（穂高有明）は式辞の中で「常
に市民に信頼される存在として活動し、団の
活性化や団員確保などの課題解決にも取り組
んでいきたい」と決意を述べました。
式典では、無火災表彰や功績のあった団員
への表彰、退団者表彰が行われました。式典
後、分列行進が穂高会館と穂高駅前までの間
約 1.3㌔で行われ、沿道に集まった市民が見
守る中、音楽喇叭隊の行進曲に合わせて団員
と消防車両 21 台が行進を披露しました。

1/16　安曇野林檎ナポリタン試食会

1/12　市消防団出初式

自慢のリンゴを生かして

地域防災の要　決意新たに

昨年 11 月に行われた「ゆるキャラグランプリ
2013」で第 6位を受賞した、神奈川県厚木市のマスコッ
トキャラクター「あゆコロちゃん」が同市の職員と１
月 29 日、明南小学校（明科中川手）を訪問し児童と
交流しました。
同校の 3 年 1 組（25 人）では、総合的な学習の時
間で安曇野市の良い所を学ぶうち、市を PRするマス
コットキャラクターがいないことを知り、自分たちで
キャラクターの案作りを計画。原案作りに生かそうと
全国 11 のキャラクターに手紙を書き来訪を呼び掛け
ました。子どもたちの熱意に応えようと、厚木市が応
じたものです。同市によると子どもたちの依頼で他地
域を訪問するのは初めてとのことです。
当日は、全校での歓迎式の後、3年１組の教室をあ
ゆコロちゃんが訪ね、子どもたちは誕生秘話などを質
問したり、プレゼントを交換したりしました。手紙を
書いた柴明穂さんは「本当に来てくれてとてもうれし
い」と話しました。
3年１組では、今回の訪問を生かしキャラクターの
原案づくりを進め、3月に市へ提案する予定です。

1/29　厚木市マスコットキャラクターが明南小訪問

子どもたちの熱意に応え、ゆるキャラ来訪

市成人式が１月 12 日、安曇野スイス村サンモリッツ
（豊科南穂高）で行われ、716 人の新成人が出席。人生
の大きな節目に誓いを新たにしました。
式に参加した望月滉

あきひろ

大さん（豊科北中卒）は「懐か
しい友人に会えて嬉しいです」と話し、堀金中で当時
の担任だった青柳敏

としあき

明さんは「教え子が成長した姿を
見るのは、感慨深いです。節目の年に、内面と外見の
バランスをあらためて考えて欲しい」とハレの日を祝
いました。
会場では、新成人がそれぞれ目標を書いた紙を北ア
ルプスの山の形に貼り合わせ作り上げる「make アル
プス」が行われ、新成人らは思い思いに筆を走らせて
いました。
式終了後の交流会では、市商工会（齊藤正昭会長）
が出席した新成人全員に 1000 円分の「成人式振興券」
を進呈し、市内飲食店の利用を呼び掛けました。
本年度、市内では 979 人（男性 493 人、女性 486 人）
が成人を迎えました。

1/12　平成 26 年安曇野市成人式

恩師や旧友との再会にほころぶ笑顔

江戸時代から戦前にかけて人々が営んで
いた暮らしを子どもたちに伝え、物を大切
にする心を育

はぐく

む出前講座「昔の暮らし体験
教室」（市教育委員会主催）が 1 月 22 日、
穂高南小学校で開催されました。
この日は 3 年生 102 人が参加。穂高郷土
資料館・豊科郷土博物館職員などから当時
の暮らしや学校生活の様子を聞いたり、当
時の道具などを体験したりしました。この体験
教室は毎年希望する学校で行われ、本年度
は市内すべての小学校で開催されています。

市民の皆さんに市の自然や歴史・文化・
伝統について広く知ってもらうため、本年
で 3回目となる安曇野検定（市教育委員会
主催）が１月 26 日、市内 3会場で行われま
した。検定は一般の部、ジュニアの部に分
かれ、本年は総合編として幅広い分野から
出題されました。このうち一般の部では過
去最多の 148 人が受検。豊科交流学習セン
ター「きぼう」の一般の部受検会場では、59
人が 100 問の難問に挑戦しました。このほ
かジュニアの部では市内 2つの小学校でも
児童 119 人が受検しました。当日の問題と
解答は、市ホームページに掲載しています。

1/22　昔の暮らし体験教室

1/26　第３回安曇野検定

昔の日本にタイムスリップ

一般の部に過去最多 148 人が受検



安曇野市教育委員会

生涯学習・図書館

202014.2.19　広報あづみの

創
業
１
０
０
年
を
超
え
る
日
本
酒
の

蔵
元
を
訪
ね
ま
す
。
安
曇
野
で
育
っ
た

酒
米
と
、
北
ア
ル
プ
ス
の
伏
流
水
を
使

用
し
て
作
ら
れ
る
日
本
酒
の
歴
史
と
魅

力
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

3
月
1
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
4
時

●
場
所　

大
雪
渓
酒
造
㈱
（
池
田
町
）

●
内
容　

蔵
元
内
の
製
造
行
程
の
見

学
、
歴
史
等
の
講
義
、
試
飲
な
ど

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

２
０
０
円

●
申
し
込
み　

2
月
24
日
（
月
）
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
の
間
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

早
春
の
柔
ら
か
な
日
差
し
の
も
と
、

地
元
出
身
の
演
奏
者
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

名
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
皆
さ
ん
気
軽
に

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

3
月
１
日
（
土
）
午
後
2
時

～
3
時
30
分

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館　

サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

●
出
演　

臼
井
文
代
さ
ん
ほ
か

●
演
奏
内
容

〈
前
半
〉　

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
〈
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
、
リ
ス
ト
等
の
作
品
か
ら
〉

〈
後
半
〉　

ピ
ア
ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
・
チ

ェ
ロ
〈
エ
ル
ガ
ー
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
、ブ
ラ
ー
ム
ス
等
の
作
品
か
ら
〉

●
入
場
料　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

小
学
校
１
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の

混
合
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
た
す
き
リ
レ

ー
で
走
り
ま
す
。
走
る
こ
と
が
不
得
意

な
児
童
も
参
加
で
き
、
ま
た
一
人
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
な
お
、
小
学
3
年
生

か
ら
5
年
生
ま
で
は
、
こ
の
大
会
と
3

月
30
日
に
行
う
「
選
考
会
」
の
い
ず
れ

か
の
記
録
を
参
考
に
「
第
10
回
長
野
県

市
町
村
対
抗
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会
」

の
代
表
選
手
を
選
考
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
21
日
（
金
）　

午
前
9

時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

●
場
所　

豊
科
南
部
総
合
公
園

●
距
離　

１
人　

１
２
０
０
メ
ー
ト
ル

●
定
員　

１
４
０
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物　

飲
み
物
・
着
替
え
な
ど

●
申
し
込
み　

3
月
6
日
（
木
）
ま
で

に
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
へ

電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。氏
名
、性
別
、学
校
、

学
年
、
保
護
者
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
と
チ
ー
ム
編
成
の
た
め
、
同
学

年
の
友
だ
ち
と
比
べ
て
「
速
い
・
ふ

つ
う
・
遅
い
」
な
ど
の
程
度
も
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
4
月
29
日
（
火
）
に
松
本

市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
24
回
長
野
県
市

町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」
と
「
第
10

回
長
野
県
市
町
村
対
抗
小
学
生
駅
伝
競

走
大
会
」
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
選

考
会
（
3
月
30
日
予
定
）
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
対
象　

小
学
校
3
年
か
ら
5
年
の
男

女
、中
学
生
の
男
女
、一
般
男
女
（
な

お
、
小
学
生
の
出
場
選
手
は
3
月
21

日
に
行
わ
れ
る
「
安
曇
野
子
ど
も
駅

伝
大
会
」
と
3
月
30
日
に
行
う
「
選

考
会
」
の
い
ず
れ
か
の
記
録
を
参
考

に
選
考
し
ま
す
。）

●
申
し
込
み　

希
望
す
る
人
は
、
3
月

6
日
（
木
）
ま
で
に
社
会
教
育
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係
の
窓
口
か
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

布
で
簡
単
に
で
き
る
、
手
の
ひ
ら
サ

イ
ズ
の
お
ひ
な
さ
ま
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
日
時　

3
月
1
日（
土
）午
前
10
時
～

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
内　

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
対
象　

一
般
（
中
学
生
以
上
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

裁
縫
セ
ッ
ト
、
30
セ
ン
チ

角
の
布
・
き
も
の
の
き
れ
は
し
（
お

気
に
入
り
の
も
の
が
あ
れ
ば
）

●
申
し
込
み　

2
月
21
日
（
金
）
か
ら

中
央
図
書
館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で
）

大
人
に
な
っ
て
も
、
誰
か
に
本
を
読

ん
で
も
ら
う
の
は
良
い
も
の
で
す
。
朗

読
を
聴
き
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間

を
過
ご
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
11
日
（
火
）
午
後
2
時

～
3
時

図書館映画上映会（入場無料） 
｢天使の詩」

1966 年 イタリア〈上映時間　104 分〉
●日時　14日（金） 開場18：30 上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

えほんとずこうのじかん
中央図書館　●日時　19日（水）16：15～
　　　　　　●場所　中央図書館おはなしのへや

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　中央図書館おはなしのへや
　　5・12・19・26 日（各水曜日）
	 10：30 ～（乳幼児対象）

◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　中央図書館おはなしのへや
　　15 日（土）	 10：30 ～（乳幼児対象）
	 11：20 ～（幼児以上対象）

◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　14 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）

◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　14 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）

◇　三郷図書館　ポケットの会
　　三郷公民館児童室
　　 8 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　堀金図書館児童コーナー
　　18 日（火）	 10：30 ～（乳幼児対象）
　　18 日（火）	 16：20 ～（乳児以上対象）

◇　明科図書館　ひまわりおはなし会
　　明科子どもと大人の交流学習施設
　　「ひまわり」ハーモニーホール
　　22 日（土）	 11：00 ～（乳幼児以上対象）

３月の図書館イベント

お
す
す
め
の
一
冊

ル
ド
ル
フ
と
イ
ッ
パ
イ
ア
ッ
テ
ナ

斉
藤
洋
・
作　

杉
浦
範
茂
・
絵

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

紹介する人

大塚輝美さん

壮
そうごう

剛くん・悠
ゆうごう

剛くん
（穂高・柏原）

飼
い
猫
だ
っ
た
黒
猫
ル
ド
ル
フ
、
ふ
と
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
の
ら
猫
生
活
を
送

る
こ
と
に
。
そ
の
時
知
り
合
っ
た
読
み
書
き

が
で
き
る
兄
貴
分
の
猫
イ
ッ
パ
イ
ア
ッ
テ
ナ

か
ら
、
勉
強
は
役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
も
ら
い
、
お
互
い
を
認
め
合
い
理
解
し

な
が
ら
猫
同
士
の
絆き
ず
な
を
育は
ぐ
く
ん
で
い
く
と
い
う

お
話
で
す
。
人
と
の
関
係
が
猫
の
目
線
で
書

か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
楽
し
く
、
猫
た
ち
の

勇
気
・
友
情
に
心
が
じ
ん
わ
り
温
か
く
な
り

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し
な
が
ら

す
っ
か
り
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
傷
つ
い
た
友
達
を
み
ん
な
で
思
い
や
っ
て

頑
張
っ
た
と
こ
ろ
が
良
か
っ
た
」〈
壮
剛
〉、

「
な
ぜ
か
イ
ッ
パ
イ
ア
ッ
テ
ナ
が
、
ル
ド
ル

フ
だ
け
に
や
さ
し
い
と
こ
ろ
が
興
味
が
あ

る
」〈
悠
剛
〉　

読
み
終
わ
る
と
こ
の
後
ど
う

な
る
の
か
が
知
り
た
く
な
っ
て
、
続
き
の
シ

リ
ー
ズ
を
読
み
た
く
な
り
ま
す
。

穂
高
公
民
館　

文
化
講
座

日
本
酒
の
歴
史
と
魅
力

社
会
教
育
課
穂
高
生
涯
学
習
係

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

堀
金
公
民
館

「
学
び
の
つ
ど
い
」
春
待
ち
コ
ン
サ
ー
ト

社
会
教
育
課
堀
金
生
涯
学
習
係

72
・
５
７
９
６ 

72
・
５
８
０
１

中
央
図
書
館

「
か
わ
い
い
手
作
り
雛ひ

な

人
形
」

文
化
課
図
書
館
係

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

中
央
図
書
館

「
大
人
の
た
め
の
朗
読
会
」

文
化
課
図
書
館
係

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

安
曇
野
子
ど
も
駅
伝
大
会

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
争
大
会

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

図書館チャレンジ講座　「消しゴムはんこでブックカバーを作ろう」
豊科図書館 471・4022 673・1801

　消しゴムのはんこ作りにチャレンジします。また、オリジナルのブックカバーも作ります。
●日時　3 月 1 日（土）午前 10 時～正午
●場所　豊科交流学習センター「きぼう」学習室
●講師　山のはんこ屋　のら猫工房　やざき　なおみさん　
●参加費　無料　　
●定員　10 人（先着順）
●対象　小学校４年生以上　１家族 2 人まで　　　
●申し込み　2 月 23 日（日）午前 10 時から図書館窓口もしくは、電話でお申し込みください。
●持ち物　Ａ 5 サイズの本１冊

おひなさま

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
内　

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
内
容　

小
説
、民
話
、詩
、コ
ラ
ム
な
ど

●
対
象　
一般
（
中
学
生
以
上
）

●
朗
読
者　

中
央
図
書
館
朗
読
協
力
者

●
定
員　

約
50
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

皆
さ
ん
の

「
お
す
す
め
本
」
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

中
央
図
書
館
で
は
、
大
人
向
け
「
お

す
す
め
本
」
コ
ー
ナ
ー
を
3
月
27
日

（
木
）
ま
で
設
置
し
、
図
書
と
紹
介
文

を
展
示
し
て
い
ま
す
。　
　

指
定
の
用
紙
に
「
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
読

ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
推
薦
本
を
ご
記

入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。詳
し
く

は
、図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



施設のイベント
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本
格
的
な
民
謡
を
習
う
た
め
、
愛
知

県
か
ら
沖
縄
出
身
の
師
範
を
招
き
、
練

習
を
重
ね
て
き
た
琉
球
民
謡
協
会
東
海

支
部
の
港
川
繁
民
謡
研
究
所
松
本
教
室

の
仲
間
で
構
成
す
る
「
沖
縄
三
線
ゆ
い

ま
ー
る
」。

沖
縄
民
謡
は
と
て
も
奥
が
深
く
、
唄

い
込
む
ほ
ど
に
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
想

い
や
人
の
情
け
の
深
さ
を
学
ん
で
い
る

と
い
う
皆
さ
ん
に
、
沖
縄
の
伝
統
の
音

と
唄
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
沖

縄
の
空
気
に
浸
っ
て
く
だ
さ
い
。 

●
日
時　

3
月
8
日
（
土
）
正
午
～
午

後
１
時

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

●
出
演
者　

沖
縄
三
線
ゆ
い
ま
ー
る

（
朝
日
学
、
沓
掛
美
恵
子
、
熊
倉
政

子
、
武
井
真
由
美
、
原
雅
敏
、
降
幡

勇
、
水
野
徹
哉
、
両
角
安
規
子
）

●
演
奏
曲　

か
ぎ
や
で
風
・
歌
の
泉
・

安
里
屋
ユ
ン
タ
・
娘
ジ
ン
ト
ヨ
ー
・

芭
蕉
布
・
十
九
の
春
・
永
良
部
百
合

の
花
・
砂
辺
の
浜
・ 

遊
び
シ
ョ
ン

ガ
ネ
ー
・
八
重
山
民
謡
・
染
な
し
節
・

早
春
賦
・
唐
船
ド
ー
イ

※
曲
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み　

不
要

●
観
覧
料　

無
料

安
曇
野
市
豊
科
近
代
美
術
館
収
蔵
庫

竣し
ゅ
ん
こ
う
工
記
念
事
業
と
し
て
、
普
段
は
公
開

し
て
い
な
い
美
術
館
・
博
物
館
の
裏
側

を
学
芸
員
が
ご
案
内
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
12
日
（
水
）
午
前
8
時

50
分
～
午
後
0
時
30
分

●
コ
ー
ス　

豊
科
近
代
美
術
館
へ
集
合

（
展
示
室
お
よ
び
収
蔵
庫
の
案
内
、

美
術
品
取
り
扱
い
の
実
演
）
～
豊
科

郷
土
博
物
館
（
展
示
替
え
に
つ
い
て

解
説
）～
文
化
財
資
料
セ
ン
タ
ー（
文

化
財
資
料
保
存
・
整
理
作
業
を
見
学
）

～
豊
科
近
代
美
術
館
に
て
解
散

※
豊
科
近
代
美
術
館
か
ら
各
施
設
ま
で

は
市
の
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

●
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

４
０
０
円
（
入
館
料
）

●
持
ち
物　

参
加
費
、
上
履
き
、
防
寒

着
、
そ
の
他
必
要
な
も
の

●
申
し
込
み　

2
月
26
日
（
水
）
か
ら

3
月
7
日
（
金
）
に
、
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、

土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

安
曇
野
市
豊
科
近
代
美
術
館
で
は
、

春
を
呼
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
平
成
20
年
に
開
催
し
た
当
館
の

「
音
に
恋
し
た
美
術
展
」
の
音
楽
会
に

出
演
し
、
好
評
だ
っ
た
松
田
淳
一
先
生

に
、
再
度
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
。
楽

し
い
演
奏
で
一
足
早
い
春
を
お
届
け
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
期
日　

3
月
8
日
（
土
）
午
後
2
時

～
午
後
3
時
30
分
（
開
場　

午
後
1

時
30
分
）

●
場
所　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
演
奏
者　

松
田
淳
一
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン　

大
阪
音
楽
大
学
講
師
）
ほ

か
●
入
場
料　

無
料
（
た
だ
し
美
術
館
の

入
館
券
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。）

●
申
し
込
み　

不
要

安
曇
野
の
「
自
然
」「
環
境
」「
文
化
」

を
い
か
に
守
り
、
育は

ぐ
くん
で
い
く
か
考
え

て
い
く
機
会
と
す
る
た
め
、
フ
リ
ー
の

自
然
写
真
家
と
し
て
自
然
雑
誌
・
動
物

図
鑑
な
ど
で
作
品
を
発
表
し
て
い
る
西

村
豊
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
9
日
（
日
）
午
後
2
時

～
3
時
30
分

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
講
師　

西
村
豊
さ
ん
（
諏
訪
東
京
理

科
大
学
講
師
）

●
演
題　
「
自
然
の
不
思
議
と
お
も
し

ろ
さ
」

●
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

不
要

●
入
場
料　

無
料

市
内
在
住
で
信
州
版
画
協
会
会
長
・

武
田
光
弘
さ
ん
の
版
画
・
豆
本
・
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
展
覧

会
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

3
月
1
日（
土
）～
16
日（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
休
館
日　

月
曜
日

●
会
場　

髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
南
の
蔵

●
入
場
料　

無
料
（
本
館
展
示
室
は
有

料
）

三
郷
美
術
会
の
会
員
に
よ
る
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。
個
性
豊
か
な
作
品
を

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

3
月
4
日（
火
）～
30
日（
日
）

●
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所　

１
階　

企
画
展
示
室

●
入
館
料　

無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

満
願
寺
の
絵
馬

（
穂
高
・
牧　

満
願
寺
）

穂
高
牧
の
満
願
寺
に
は
、
慶
長
７
年

（
１
６
０
２)

の
銘
が
あ
る
、
県
内
で
も
最

古
の
部
類
に
入
る
絵
馬
が
あ
り
ま
す
。
暴
れ

馬
を
裃
か
み
し
も
す
が
た
姿
の
武
士
が
制
し
て
い
る
図
で
す
。

現
在
は
室
内
に
あ
り
ま
す
が
、
以
前
は
軒
先

に
奉
納
さ
れ
て
い
た
た
め
か
、
色
が
薄
れ
、

墨
の
線
だ
け
が
浮
き
出
て
い
ま
す
。し
か
し
、

大
変
迫
力
あ
る
絵
で
す
。

今
年
の
干
支
、
午
は
、
古
く
か
ら
神
の
乗

り
物
と
し
て
考
え
ら
れ
、
雨
ご
い
や
、
遷せ

ん
ざ座

祭
の
折
に
生
馬
を
献
上
し
た
と
い
う
記
述
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
生
き
た
馬
は
、
献
上

す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
負
担
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
土
製
や
木
製
の
馬
形
や
、
板
絵
に
描

か
れ
た
馬
、
い
わ
ゆ
る
絵
馬
に
代
わ
っ
て
い

っ
た
の
で
は
な
い
か
？
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
穂
高
神
社
の
社
務
所
の
北
に
も
、
小
川

大
系
作
の
「
神
馬
」
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化　
そ
の
26

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

絵馬

ためして安曇野検定 クイズ

Ｑ Ｕ Ｉ Ｚ Ｎｏ 6

問題１　安曇野市は現在、いくつの市町村
と境界を接しているでしょうか。

①３つ　②４つ　③５つ　④６つ

問題２　現在、安曇野市内にある JR の駅
11 カ所は、いずれも昭和の時代に入る
前に既に設置されていました。次のうち、
設置されたのが最も新しい駅はどれで
しょうか。

①安曇追分駅　②南豊科駅
③中萱駅　　　④梓橋駅

問題３　大正時代から昭和 30 年代にかけ
てつくられた次の４つの山小屋のうち、
安曇野市内に立地していないのはどれで
しょうか。

①燕山荘　　②大天荘　
③常念小屋　④蝶ヶ岳ヒュッテ

問題４　安曇野市をはじめ、中信地方でよ
くみられる民家形式である「本

ほんむねづくり

棟造」の
原型といわれている建物で、国の重要文
化財に指定されている建物はどれでしょ
うか。

①曽根原家住宅　②等々力家住宅
③旧小穴家住宅　④旧高橋家住宅

答えは 28 ページ

皆さんもぜひ検定クイズに挑戦してみて
ください。

社会教育課社会教育係（462・4565）

み
ら
い
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
沖
縄
三
線
ゆ
い
ま
ー
る
」

文
化
課
文
化
振
興
係

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

美
術
館
・
博
物
館
の
裏
側
見
せ
ま
す

文
化
課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

春
を
呼
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

自
然
文
化
講
演
会

文
化
課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

沖縄三線ゆいまーるの皆さん

武田光弘作品

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

武
田
光
弘　

画が

ら

く

た

楽
多
ア
ー
ト
展

髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

３
月
の
企
画
展

第
11
回
三
郷
美
術
会
小
品
展

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１



Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明教

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

明
科
総
合
支
所

教
育
委
員
会
事
務
局
（
旧
明
科
公
民
館
内
）
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

色
あ
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体

を
中
心
に
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
パ
ネ
ル

展
示
な
ど
の
事
業
成
果
発
表
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
１
日
（
土
）

▽
事
業
発
表　

午
後
１
時
～　

地
域
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
事
例
発
表

▽
井
戸
端
会
議　

午
後
2
時
～
「
地
域

や
他
団
体
と
の
連
携
」「
協
働
」「
活

動
へ
の
若
者
の
参
加
促
進
」
な
ど
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
意
見
交
換

●
場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
く
る

り
ん
広
場
」

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
開
設
5

周
年
の
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
運
営
を
振
り
返
り
、
今

後
の
市
民
活
動
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
2
時

●
場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
く
る

り
ん
広
場
」

●
内
容　

▽
式
典　

5
年
間
の
振
り
返
り

▽
井
戸
端
会
議　

協
働
に
つ
い
て
の
意

見
交
換

▽
講
座
・
実
演　

健
康
に
暮
ら
そ
う
・

子
育
て
支
援
・
昔
遊
び

●
費
用　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

平
成
24
年
度
中
に
、
市
制
度
資
金

（
借
換
を
除
く
）
ま
た
は
、
市
経
由
で

長
野
県
制
度
資
金
の
融
資
を
受
け
た
場

合
、
融
資
実
行
か
ら
１
年
間
の
利
子
に

つ
き
、
一
定
の
要
件
に
よ
り
利
子
補
給

（
最
大
１
㌫
）
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者　

申
請
書
類
を
2
月
上
旬
ま

で
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

●
締
め
切
り　

3
月
10
日
（
月
）
必
着

市
議
会
3
月
定
例
会
を
次
の
と
お
り

予
定
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
や
委
員
会

な
ど
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

ま
た
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
本
会

議
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

会
期
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
議
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

2
月
21
日
（
金
）
～
3
月
20

日
（
木
）

●
時
間　

午
前
10
時
開
会

●
場
所　

堀
金
総
合
支
所
3
階

「
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く
り

事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
、
地
域
で
特

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

●
申
し
込
み　

2
月
26
日
（
水
）
午
前

8
時
30
分
か
ら
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
中
古
の
公
用

車
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま

す
。
一
般
競
争
入
札
と
は
、
市
が
あ
ら

か
じ
め
定
め
た
最
低
売
却
価
格
以
上
で

最
も
高
い
価
格
を
つ
け
た
人
に
購
入
し

て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。
入
札
に
参
加

す
る
た
め
に
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
希
望
者
は
売
却
案
内
書
を
お

確
か
め
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

各
総
合
支
所
地
域
支
援

課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
売
却
案
内
書
を
入
手
し
、
入
札
参

加
申
込
書
な
ど
関
係
書
類
に
必
要
事

項
を
記
載
の
上
、
契
約
管
財
課
契
約

管
財
担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
書
受
付　

2
月
12
日
（
水
）
～

3
月
5
日
（
水
）（
必
着
）
受
付
時

間
は
、
土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
9

時
～
午
後
5
時

●
入
札
書
受
付　

受
付
済
証
到
着
日
～

3
月
18
日
（
火
）
午
後
5
時
（
必
着
）

●
入
札
日
時　

3
月
19
日
（
水
）
午
後

2
時　

県
安
曇
野
庁
舎
3
階　

第
4

会
議
室

※
当
日
の
応
札
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
公
用
車
公
開
場
所　

豊
科
５
０
５
０

番
地
9　

市
役
所
本
庁
舎
職
員
駐
車

場
（
王
子
チ
ヨ
ダ
コ
ン
テ
ナ
ー
㈱
長

野
工
場
北
）

●
そ
の
他　

市
の
都
合
に
よ
り
入
札
が

延
期
ま
た
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
運
営

委
員
会
で
は
、
味
噌
加
工
技
術
の
普
及

の
た
め
、「
味
噌
づ
く
り
体
験
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
安
曇
野
産
の
大
豆
と

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
麹
を
使
っ
た
手
づ
く
り

の
味
噌
を
仕
込
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

▽
3
月
14
日
（
金
）
午
後
0

時
30
分
～
午
後
4
時
30
分
▽
15
日

（
土
）
午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

▽
16
日
（
日
）
午
前
9
時
～
正
午

●
場
所　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

市
内
在
住
で
3
日
間
続
け

て
参
加
で
き
る
人
（
未
経
験
者
）

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
講
師　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利

用
運
営
委
員

●
材
料
費　

持
ち
帰
り
の
味
噌
10
㌔
当

た
り
２
５
０
０
円（
最
終
日
に
徴
収
）

※
持
ち
帰
り
は
約
20
㌔
ま
で

●
持
ち
物　

三
角
き
ん
、
エ
プ
ロ
ン
、

マ
ス
ク
、
味
噌
持
ち
帰
り
用
ダ
ン
ボ

ー
ル
箱
、
作
業
し
や
す
い
服
装
、
昼

食
（
15
日
の
み
）

せ

ら

知

お市
議
会
３
月
定
例
会

問
堀
議
会
事
務
局

（

71
・
２
１
５
６ 

71
・
２
１
５
０
）

市
民
活
動
事
業
成
果
発
表
会

問
安
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

味
噌
づ
く
り
体
験
教
室

問
豊
産
業
建
設
課

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

市
有
財
産（
中
古
公
用
車
６
台
）

の
売
却

問
安
契
約
管
財
課
契
約
管
財
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

72
・
１
３
４
０
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
開
設
５
周
年

記
念
事
業

問
安
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

市
制
度
資
金
ま
た
は
、
市
経
由
で

県
制
度
資
金
の
融
資
を
受
け
た
事

業
主
の
皆
さ
ん
へ

問
穂
商
工
労
政
課
工
業
振
興
担
当

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

集

募

※ 3・4・5・6 番は、可搬ポンプやホース、赤色灯、
サイレンなどの附属品は全て取り外しての売却です。

車　名 年式 走 行 距 離 最低売却価格

1 いすゞエルフ（ダンプ）（軽油車） H 5 4 万 4,839㌖ 49 万円
2 日産ディーゼル（ダンプ）（軽油車） H 4 5 万 677㌖ 15 万円
3 トヨタハイエース（消防車）（軽油車） H 6 9,620㌖ 10 万 5 千円
4 日産アトラス（消防車）（軽油車） H11 1 万 748㌖ 24 万 5 千円
5 日産アトラス（消防車）（軽油車） H11 1 万 853㌖ 24 万 5 千円
6 日産アトラス（消防車）（軽油車） H11 1 万 3,705㌖ 24 万 5 千円
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市天蚕振興会　講演会
邪馬台国の候補地として知られる「纏

まとむく

向遺跡」か
ら天蚕の巾着袋が出土されました。橋本輝彦さん（奈
良県桜井市纏向学研究センター主任研究員）が「纏
向と絹と邪馬台国」と題し、講演します。
●日時　3 月 23 日（日）午後１時 30 分～ 3 時
●場所　碌山公園研成ホール
●費用　無料　●申し込み　不要
問市天蚕センター内市天蚕振興会（483・3835）

午前 9 時～午後 3 時　休館日：月曜、祝日の翌日

●
任
期　

4
月
1
日
～
28
年
3
月
31
日

●
募
集
期
限　

3
月
14
日
（
金
）
必
着

●
小
論
文
テ
ー
マ　
「
安
曇
野
市
環
境

基
本
計
画
推
進
の
た
め
私
に
で
き
る

こ
と
」（
８
０
０
字
程
度
、様
式
自
由
）

※
申
込
書
は
生
活
環
境
課
、
各
総
合
支

所
地
域
支
援
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

　

穂
高
６
６
５
８
番
地

　

穂
高
総
合
支
所
内
生
活
環
境
課
環
境

基
本
計
画
推
進
係

健
康
づ
く
り
計
画
の
進
捗
や
健
康
づ

く
り
事
業
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
な
ど

に
、
ご
意
見
・
ご
提
言
を
い
た
だ
け
る

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

4
人

●
任
期　

委
嘱
の
日
～
28
年
3
月
31
日

●
募
集
期
限　

4
月
11
日
（
金
）
必
着

●
小
論
文
テ
ー
マ　
「
安
曇
野
市
の
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
」（
８
０
０
字

以
内
、
書
式
自
由
）

※
申
込
書
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
健
康

推
進
課
窓
口
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

穂
高
９
１
８
１
番
地

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
健
康
推

進
課
健
康
推
進
係

mkenkousuishin@
city.azum

ino.
nagano.jp

ア
ル
プ
ス
花
街
道
実
行
委
員
会
で

は
、
市
内
の
景
観
づ
く
り
の
た
め
、
市

内
10
カ
所
の
道
路
沿
線
に
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
な
ど
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。
一
緒

に
花
を
植
栽
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
花
を
育
て
な
が
ら
楽

し
く
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

●
参
加
申
込
書　

各
総
合
支
所
地
域
支

援
課
の
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
対
象
者　

個
人
や
企
業
・
グ
ル
ー
プ

な
ど
の
団
体

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
ア
ル
プ
ス
花

街
道
の
あ
ゆ
み
や
、
年
度
ご
と
の
取

り
組
み
な
ど
を
ま
と
め
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

委
員
の
募
集

次
の
2
つ
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
で
、
月
１
回

程
度
、
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
人
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ

る
人
を
除
く
▽
国
お
よ
び
地
方
公
共

団
体
の
議
会
の
議
員
▽
常
勤
の
国
家

公
務
員
お
よ
び
地
方
公
務
員
▽
市
の

附
属
機
関
等
の
公
募
に
よ
る
委
員
▽

市
税
の
滞
納
が
あ
る
人

●
報
酬　

市
が
規
定
す
る
額

●
応
募
方
法　

期
限
ま
で
に
、
申
込
書

と
小
論
文
を
郵
送
・
持
参
の
い
ず
れ

か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員
は
、

電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
選
考
方
法　

申
込
書
と
小
論
文
か
ら

選
考
、
後
日
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

環
境
を
取
り
巻
く
問
題
や
市
の
現

状
を
踏
ま
え
た
上
で
安
曇
野
市
環
境
基

本
計
画
の
推
進
や
取
り
組
み
状
況
の
点

検
・
評
価
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
推
進

会
議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

2
人
以
内

●
集
合
場
所　

豊
科
総
合
支
所

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

3
月
10
日
（
月
）
ま
で

に
建
築
住
宅
課
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
を
進
め
、
仲
間
と
と
も
に
地

域
で
活
動
す
る
人
を
養
成
す
る
シ
ニ
ア

大
学
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、

学
習
意
欲
旺
盛
、
積
極
的
に
地
域
活

動
を
目
指
す
人

●
学
習
時
間　

▽
受
講
年
限
は
2
年
間

（
年
間
学
習
日
数
は
16
日
間
）
▽
お

お
む
ね
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま

で
の
１
日
4
時
間

●
学
習
内
容　

▽
教
養
講
座
▽
実
技
講

座
▽
実
践
講
座

●
定
員　

３
０
０
人

●
受
講
料　

年
間
８
５
０
０
円
、
ほ
か

に
教
材
費
な
ど
が
別
途
必
要

●
場
所　

県
松
本
合
同
庁
舎
、
ま
た
は

松
本
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
募
集
期
限　

2
月
28
日
（
金
）

●
申
し
込
み　

各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
に
備
え
付
け
の
指
定
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
入
学
可
否
決
定
通

知
用
の
50
円
切
手
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
封
書
に
よ
る
通
知

を
希
望
す
る
場
合
は
、
長
型
3
号
封

筒
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
明

記
し
、
80
円
切
手
を
貼
っ
て
入
学
願

書
と
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
結
果
は

4
月
上
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
無
料
で
の
耐

震
診
断
と
耐
震
補
強
工
事
に
対
し
て
工

事
費
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

耐
震
補
強
工
事
の
内
容
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
今
ま
で
に
耐
震
補
強
工

事
を
行
っ
た
家
屋
の
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
。
今
後
、
耐
震
補
強
工
事
を
お
考

え
の
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

3
月
16
日
（
日
）
午
前
9
時

～
正
午

環
境
基
本
計
画
推
進
会
議
委
員

問
穂
生
活
環
境
課
環
境
基
本
計
画
推
進
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

問
健
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

26
年
度
「
ア
ル
プ
ス
花
街
道
」
へ

の
参
加
者
募
集

問
ア
ル
プ
ス
花
街
道
実
行
委
員
会
事

務
局
窓
口（
豊
地
域
支
援
課
）

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事

実
施
家
屋
現
地
見
学
会

問
豊
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

26
年
度
県
シ
ニ
ア
大
学

問
松
本
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
松

本
学
部
事
務
局（
松
本
合
同
庁
舎
内
）

（

40
・
１
９
１
１
）

健
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（

81
・
０
７
３
１ 

81
・
０
７
０
３
）

植栽したマリーゴールド

1 月分の空間放射線量
　いずれの地点においても健康に影響のない値でした。
詳しくは、市ホームページをご覧ください。
問穂生活環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定地点 （マイクロシーベルト／時間）
1/7（火） 1/14（火） 1/21（火） 1/28（火）

本 庁 舎 0.090 0.090 0.092 0.092
豊科庁舎 0.097 0.093 0.084 0.082
穂高庁舎 0.100 0.096 0.087 0.087
三郷庁舎 0.090 0.078 0.072 0.087
堀金庁舎 0.093 0.085 0.076 0.082
明科庁舎 0.076 0.085 0.074 0.077
穂高健康

支援センター 0.101 0.095 0.090 0.086

測定
結果各種情報コーナー

看護職の就職プレ相談会

合同企業説明会 in 松本

3 月 1 日（土）～ 7 日（金）は　　　　　
　　春の火災予防運動

市が認定した特定開発事業

長野労働局と県看護協会が行う個別相談会です。
●日時　3 月 11 日（火）午後 1 時 30 分～ 4 時
●場所　ハローワーク松本（松本市庄内 3-6-21）
●対象者　看護師の資格を持ち、現在働いていないが

今後再就職を目指す人
●定員　20 人（予約制、先着順）
●相談担当者　県看護協会担当者、県医療

推進課看護アドバイザーほか
申県看護協会（ナースセンター）

プレ相談会係（435・0067）

ハローワーク松本と松本職業安定協会では「合同企
業説明会」を開催します。人事担当者と直接話ができ
ます。事前申し込みは不要です。
●日時　3 月 4 日（火）午後 1 時～ 4 時
　（受付　午後 12 時 30 分～）
●場所　ホテルブエナビスタ（松本市本庄 1-2-1）
●対象者　平成 27 年 3 月に大学・短大・専修学校等

卒業見込みの学生
●参加予定企業　50 社
問ヤングハローワーク松本（431・8600）

3 月 1 日（土）から 7 日（金）までの間、全国一斉
に春の火災予防運動が行われます。

冬から春に季節が移るこの時期は、まだまだ寒さが
残り、家庭や職場で暖房器具や火を使用する機会が多
く、空気が乾燥しているため、ちょっとした不注意か
ら火災が発生しやすくなります。

この機会に、今一度身の回りの火災予防について確
認しましょう。
　　　　問堀危機管理室	（472・6769 672・6739）
		  豊科消防署（472・3145）
		  梓川消防署（478・2090）
		  穂高消防署（482・3262）
		  明科消防署（462・2992）

　まちづくりの目標像および基本方針に反しない内容の開発
事業として、以下の事業を認定しました。
申請者 筑北木材建設株式会社　代表取締役 坂井　平治
認定日 平成 26 年 1 月 21 日
申請場所 明科中川手 496 番 1、同番 2
申請の目的 太陽光発電施設

問豊建築住宅課開発調整係　（472・3111 ㈹ 672・3569）



教育委員会事務局（旧明科公民館内）健教本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健
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を
紹
介
し
ま
す
。

秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
で
す
。
１
人

で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　

平
日
の
午
前
8
時
30
分

～
正
午
、
午
後
１
時
～
4
時
30
分

行
政
書
士
会
で
は
、
2
月
22
日
「
行

政
書
士
記
念
日
」
に
面
接
無
料
相
談
会

を
行
い
ま
す
。

●
相
談
内
容　

▽
相
続
・
遺
言
手
続
き
、

成
年
後
見
▽
会
社
・
法
人
設
立
手
続

き
、
賃
貸
借
・
売
買
等
各
種
契
約
書

作
成
▽
農
地
の
転
用
手
続
き
、
開
発

行
為
許
可
申
請
▽
建
設
業
許
可
申

請
・
入
札
参
加
資
格
申
請
▽
在
留
関

係
手
続
き
・
帰
化
申
請
な
ど

●
日
時　

2
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
3
時

●
場
所　

あ
が
た
の
森
文
化
会
館　

１

階
第
1
会
議
室
（
32
・
１
８
１
２
）

※
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

不
要

市
で
は
、
多
重
債
務
・
消
費
者
問

題
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま

す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時　

2
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分
～
4
時
30
分

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」　

学
習
室
6

●
定
員　

8
人

●
相
談
時
間　

１
人
20
分

●
申
し
込
み　

2
月
20
日
（
木
）
午
前

9
時
か
ら
26
日
（
水
）
正
午
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
毎
月
開
催
し
て
い
る
弁
護
士
の
無
料

法
律
相
談
も
同
日
に
開
催
し
ま
す
。

長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
借
金
を
抱

え
て
悩
ん
で
い
る
人
を
対
象
と
し
た
相

談
を
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容

に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど

子どもの育ちを支える研修会
子育ての中で感じるストレスと上手に付き合う方法や、子どもとの上手なコミ

ュニケーションについて分かりやすくお話しします。
●日時　3 月１日（土）午後 1 時～ 3 時
●場所　穂高会館　体育館会議室
●内容　「子どもがぐんぐん伸びる」
●講師　阿

あ べ

部優
ゆ み こ

美子さん（NPO 法人えじそんくらぶ長野 ChildDream 代表）
●対象者　子育てに関心のある人　※託児はありません。
●申し込み　不要　
問子ども発達支援相談室　471・3010 673・5775

発
達
に
関
す
る
相
談
が
9
割

そ
の
他
に
は
、「
園
や
学
校
で
友
達

と
う
ま
く
遊
べ
な
い
」、「
登
校
を
嫌
が

る
」、「
中
学
校
卒
業
後
の
生
活
に
つ
い

て
相
談
し
た
い
」
な
ど
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
２
）

支
援
方
法

専
門
の
資
格
を
持
つ
職
員（
保
健
師
、

保
育
士
、
社
会
福
祉
士
、
臨
床
心
理
士
、

作
業
療
法
士
）
が
、
園
や
学
校
な
ど
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

▽
園
や
学
校
へ
の
訪
問　

保
護
者
か
ら

家
庭
の
様
子
を
伺
い
、
職
員
が
園
や

学
校
の
様
子
を
参
観
し
、
担
任
の
先

生
な
ど
と
相
談
し
な
が
ら
支
援
方
法

を
考
え
ま
す
。

▽
電
話
相
談
・
来
所
相
談　

電
話
や
面

談
で
相
談
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

▽
個
別
支
援
会
議　

園
や
学
校
の
先
生
、

職
員
、
保
護
者
な
ど
が
集
ま
り
、
支

援
方
法
を
話
し
合
い
ま
す
。

▽
発
達
検
査
・
検
査
報
告　

検
査
の
結

果
か
ら
支
援
方
法
を
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

相
談
方
法

▽
「
ま
ず
は
話
を
し
て
み
た
い
」
と
い

う
時
は
…
…

堀
金
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
相
談

窓
口
で
、
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
15
分
ま
で
随
時
電
話
な
ど
で

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
来
所

で
の
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
「
園
や
学
校
で
の
生
活
を
支
援
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
時
は
…
…

職
員
や
教
育
相
談
員
が
園
や
学
校
を

訪
問
し
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
園
や
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
発
達
支
援
相
談
室

71
・
３
０
１
０ 

73
・
５
７
７
５

子
ど
も
発
達
支
援
相
談
室
は
、
発
達

に
心
配
が
あ
る
子
ど
も
の
0
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
成
長
に
合
わ
せ
た
途
切
れ
る

こ
と
の
な
い
支
援
を
目
指
し
て
開
設
さ

れ
、
4
月
で
丸
2
年
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
、延
べ
１
７
０
０
件
以
上（
平

成
25
年
12
月
末
現
在
）
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
相
談
の
様
子

を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

相
談
の
半
数
以
上
は
就
学
前
児
童

保
育
園
・
幼
稚
園
の
園
児
が
半
数
を

占
め
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
年
少
・
年

中
の
園
児
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
1
）

多
重
債
務
・
消
費
者
問
題
に
関
す

る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

行
政
書
士
無
料
相
談
会

問
県
行
政
書
士
会
松
本
支
部

（

33
・
７
１
６
６
）

多
重
債
務
相
談
窓
口

問
長
野
財
務
事
務
所「
多
重
債
務
相
談

窓
口
」

（

０
２
６
・
２
３
４
・
２
９
７
０
）

談

相

23
ペ
ー
ジ
「
た
め
し
て
安
曇
野
検
定

ク
イ
ズ
」
の
答
え

問
題
１
・
・
④　
　

問
題
２
・
・
②

問
題
３
・
・
③　
　

問
題
４
・
・
①

４月からのごみ・資源物
収集カレンダーを配布

平成 26 年度家庭ごみ・資源物収集カレンダーを新
聞折り込み等で 3 月に各家庭へお配りします。なお、
届かない場合や地区の集積所などで必要な場合は、最
寄りの総合支所へお問い合わせください。
●配布日
　豊科地域　2 月 19 日以降
　その他の地域　3 月 5 日以降

問各総合支所地域支援課、または
　穂廃棄物対策課廃棄物処理対策担当
　482・3131 ㈹ 682・6622

使わなくなった
自転車の受け入れ

リユース（再利用）の取り組みとして、使わなくな
った自転車を修理・再生し、希望者に販売しています。
お譲りください
　受け入れは、通年行っています。
●日時　毎月第 2・4 土・日曜日
　午前 9 時～午後 3 時
●場所　豊科リサイクルセンター
●対象の自転車
　まだ使えるもので不要となった自転車
※傷みがひどく再生に向かない自転車は受け入れでき

ません。
抽選により販売します
　自転車整備士が修理、再生した自転車の販売を 3 月
21 日（金）に豊科リサイクルセンターで行います。
詳細は広報あづみの3月5日発行号でお知らせします。

子
ど
も
の
育
ち
に
、
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
発
達
支
援
相
談
室
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

未就園児
7％

高校生
3％

中学生
14％

小学生
22％ 幼稚園・保育園

54％

※25年 4～ 12月までの相談件数 948件

グラフ１　相談者の年代

グラフ２　相談内容

言葉や運動などの
発達が心配
87％

心の悩み
2％

身体に関すること
2％
その他
9％

問穂廃棄物対策課廃棄物処理対策担当
　482・3131 ㈹ 682・6622
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Health care News

食知知る 健康長寿のまちづくり　～私たちが自分でできること～ 食食食 動動学校給食
地元の野菜を使った一品

今月のレシピ みぞれ汁

鶏もも肉……… 50㌘
にんじん……… 40㌘
ごぼう………… 70㌘
大根………… 120㌘
こんにゃく…… 50㌘
みつば………… 15㌘

油……………… 小さじ１
しょうゆ……… 大さじ１
塩…………………… 少々
片栗粉………… 小さじ１
しょうが…………… 10㌘
だし汁…………… 600cc

材料（4 人分）

作り方

①：鶏肉は食べやすい大きさに切る。
②：ごぼうはささがきにし、水にさらし、水を切っておく。
③：こんにゃくは色紙切りにする。
④：にんじんはいちょう切りにする。
⑤：みつばは２cm くらいに切る。
⑥：大根、しょうがはおろしておく。
⑦：鍋に油を入れ、①②③④の順で炒め、だし汁を入れて

煮る。
⑧：煮えたら⑥を加え、塩、しょうゆで味を整える。
⑨：⑤を入れ、一旦火を止めてから水溶き片栗粉を加える。

ひと煮立ちしたら出来上がり。

ちょこっと運動で
イキイキ生活　第 11 回

かすべる

健康運動指導士
横山みゆきの

太ももの筋肉、大
だいたいしとうきん

腿四頭筋は身体を支え、歩いたり階
段を上ったりする時に重要な働きをしています。しかし、
大腿四頭筋の機能低下は著しく、意識してトレーニング
をしていかなければ、筋力は 70 歳時では 30 歳時の約半
分にまで低下することが分かってきています。しっかり
鍛えて若さを保ちましょう！
実施方法
①	手を後ろに着いて、両足を前に投げ出して座る。
②	お腹に力を入れ、片足を少し上げてそのまま胸に向か

って真っ直ぐ引き寄せるように曲げて伸ばす、を繰り
返す。（左右同様に行う）

左右各 30 回 / １セット　1 日 1 セット目安
（最初はできる回数から始めましょう！）

問詳しくは、健健康推進課（481・0726 681・0703）までお問い合わせください。

曲げて

不妊治療費の一部を助成　申請期限は３月 31 日まで　　平成 26 年度各種検診の申し込み
不妊治療を行っている夫婦に、治療に要した医療費・薬剤費の一部を助成しています。
●助成内容　平成 25 年 4 月１日から平成 26 年 3 月 31 日までに不妊治療に要した医療

費・薬剤費（自己負担額）の１/2 の金額（上限額 10 万円）。治療年度につき１回助
成します。同一夫婦については通算 5 カ年度分が助成対象となります。

●対象者　▷夫婦の双方または一方が、助成金の交付申請をする日の１年以上前から
市内に住所を有していること▷「長野県不妊に悩む方への特定治療支援事業」の助
成対象（体外受精・顕微授精）になっていないこと

●申請期限　3 月 31 日（月）
●申請方法　市不妊治療費助成金交付申請書（医療機関または保険薬局の証明が必要）と平成 25 年度内の治

療に要した医療費・薬剤費の領収書を、穂高健康支援センター内健康推進課に提出してください。
※申請書は、各保健センター窓口と市ホームページから入手できます。

平成 26 年度成人検診の申し込みを受け付けます。2 月下旬に各家庭へ申し込み用
のはがきを発送します。

内容をご確認の上、必要事項を記入し、3 月 20 日（木）までに投
とうかん

函するか、直接、
最寄りの保健センターに提出してください。後日、申込者に受診券・検診票などを
送付します。
▷申し込みはがきに記載のない、骨・歯科検診、肺がんＣＴ検診、乳房超音波検診

については、電話での申し込みとなります。
▷成人検診・母子保健事業の日程など詳細につきましては、次回の広報あづみの 3

月 5 日発行号と一緒に配布する「健診こよみ」をご覧ください。
●検診料金の変更　来年度検診の料金が一部変更となります。
　【胃検診】全員 500 円　【肺ＣＴ検診】全員 1,000 円　【マンモグラフィ検診】2,500

円→ 1,000 円

夕食後、居間でテレビを見ながら行えます！

伸ばす

根本 賢一著「人生はピンピン☆キラリワークブック」引用

慢性腎臓病（ＣＫＤ）って何？
腎臓には、血液の中から体に必要なものを残し、

不必要なものを尿として排出する役割があります。
この働きが健康な人の 60㌫以下に低下した状態、ま
たはタンパク尿が出るといった腎臓の異常が慢性的
に続く状態を慢性腎臓病（以下、ＣＫＤ）といいます。

また腎臓では、血圧の調整や体内の水分量・電解
質の調整をしています。そのため、ＣＫＤになると、
血管が傷み、心臓や脳の血管の病気を引き起こすこ
とがあります。

そして、ＣＫＤが進行すると透析療法（人工的に
血液を浄化する治療法）が必要になることがあります。
※ＣＫＤ：C

ク ロ ニ ッ ク

hronic（慢性的な）K
キ ド ニ ー

idney（腎臓の）
D
デ ィ ジ ー ズ

isease（病気）
市内で透析患者数が増加傾向

ＣＫＤは、厚労省の調査によると、国内患者数が
1330 万人、成人の 8 人に 1 人という推計が出されて
いる、とても身近な病気の一つです。

市内では、ＣＫＤが進行し透析を受けている患者
が年々増加しています（グラフ 1）。

では、なぜＣＫＤを発症してしまうのでしょうか。
生活習慣も発症要因の一つに

ＣＫＤの発症には、遺伝や腎臓の病気だけでなく、
生活習慣病も大きく影響しています。糖尿病や高血
圧など、血管を傷める病気も腎機能の低下を加速さ
せます。残念ながら腎機能がある程度まで低下して
しまうと、腎臓はもとに戻ることはありません。早
期発見・早期治療によって、腎臓の機能を低下させ
ないことがとても重要です。

健診で早期発見を
ＣＫＤはほとんど自覚症状がないまま進行してい

きます。ＣＫＤを早期に発見するためには、年に 1
回は健診で尿検査・血液検査に異常がないかを確認
することです。

異常が見つかったら、早期にかかりつけ医に相談
するとともに、生活習慣を見直しましょう。（人数）
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40

52 55
67

77 80 81
91

20

0
18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

市内の国保透析者数（グラフ 1）

ＣＫＤ発症の要因

はがきを開くと 3 面になり、
その中央が調査票となりま
す。対象が 5 人以上の場合、
はがきが複数になります。

大根おろしを“みぞれ”に見
立てた、体が温まる汁物です。

成人の 8 人に 1 人が慢性腎臓病（ＣＫＤ）！　－早期発見と早期治療を－

生活習慣
肥満、喫煙、食塩過多、
過剰な飲酒

既往歴
糖尿病、腎臓の病気

腎障害促進因子
高血圧・タンパク尿
腎機能低下

慢性腎蔵病（ＣＫＤ）

腎障害

↓進行

末期腎不全（人工透析

が必要になる）
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あなたの身近な福祉の相談役

氏名 電話 　 担当地区
半田　勝治 72-1329 上鳥羽（東）
幸村　久雄 72-2725 上鳥羽（西）
大原三枝子 73-2566 下鳥羽（上手・寺村・太子村）
丸山　昭雄 72-5859 下鳥羽（中村・新切）
塩原惠美子 72-2818 下鳥羽（タウン安曇野）
中澤　宏晃 73-2790 本村（柳原）
小林壽美子 72-4785 本村（新道）
坂内りつ子 72-0955 本村（本郷）
宮下　　雄 72-4841 吉野（南部）
髙木　恭子 72-2114 吉野（西部）
岡村佳代子 72-4315 吉野（東部）
若狭　幸男 73-3386 吉野（北部）
山口　高史 070-5591-1639 成相（１町内）
宮島　昭裕 73-3373 成相（２町内）
小林　明彦 72-2477 成相（３町内）
百瀬　昭子 73-8258 成相（４町内）
上條　孝子 72-6248 成相（５町内）
北原　正幸 72-2415 成相（６町内）
湯澤　力三 72-8326 成相（７町内）
笠原　厚子 72-0834 成相（８町内）
丸山　保治 73-3400 新田（１町内）
輪胡　悦子 72-3714 新田（２町内）
臼井　久子 72-3692 新田（３町内）
三枝　澄子 73-3013 新田（４町内）
須永　信行 72-0211 新田（５町内）
竹内　義実 73-9373 新田（４･ ６町内）
巣山　照人 72-1284 新田（７町内）
丸山　幸子 72-0599 新田（８町内）
細萱　直義 72-0160 寺所（堰下）
坂井佳江子 73-3140 寺所（堰上）
小穴　幸恵 72-0518 踏入
山口ひろみ 72-2823 細萓（町）
細萱　深美 72-6553 細萓（殿村）
隼田　親繁 72-1146 細萓（新屋）
浅川　久訓 72-1938 重柳（南）
臼井　紀幸 72-4080 重柳（北）
二木　静子 72-5183 真々部（梓橋西・東の一部）
手塚　佳明 73-3277 真々部（殿村・田中・真々部団地）
中槇　卓幸 73-3219 真々部（町通り北・南）
中西富美枝 73-2469 真々部（中村・梓橋東の一部）
増田　早苗 72-5633 たつみ原（北）
髙山久美子 72-5523 たつみ原（中）

氏名 電話 　 担当地区
立川　英代 82-5859 柏矢町（南部）・矢原（南西部）
佐々木滿江 82-6165 矢原（南部・西部）
竹岡　源文 82-3475 矢原（中村・北村・三枚橋）
山田　卓旺 82-4372 白金（下常会）
深澤　一廣 82-2493 穂高団地（市営住宅・県営住宅）
宮田　悦子 82-7479 白金（上常会）
德竹しげ子 82-2540 等々力
望月　好宏 82-6347 等々力（神田町）
矢花美惠子 82-7151 等々力町（南部・中部・北部）
川崎　昭生 82-2144 等々力町（常磐町）
須坂　節子 82-4183 等々力町（元町・旭町）
矢口　好子 82-6970 等々力町（貝梅・美岳町）
田村せつ子 82-2877 穂高町（ＪＲ線路下）
時田　皓一 82-3417 穂高町（玉葱道路下）
塚原　敏行 82-0622 穂高町（玉葱道路上）
西川　則子 82-2480 穂高（大門・宮脇）
小倉　利榮 82-3494 穂高（南村道下・中村）
相澤　英雄 82-3285 穂高（南村道上・上手村）
前田　克三 84-0802 穂高（西原）
山田　守二 82-6103 穂高（田中・上原南部）
奥原三千三 82-6562 穂高（上原北部）
丸山　賢一 82-3432 狐島（西）
髙橋佐保子 84-0151 狐島（東）
清澤　章子 82-5837 青木花見（新道西・原木戸）
松尾　一子 82-2518 青木花見（新道東・本村）
小林　繁安 82-4662 青木花見（県営住宅
中村　明夫 82-2679 島新田（中木戸・下木戸）
竹内　悦子 82-3040 島新田（上木戸・市営住宅）
山本　古壽 83-3607 橋爪
塩野　敬一 83-3223 耳塚
金森　伊繼 83-3281 富田（大型農道西）
會田　祐子 83-2783 富田（大型農道東）
野本　貞子 83-2412 豊里（山麓線下）
土屋　邦夫 83-3883 小岩岳（山麓線西）・豊里（山麓地域）
丸山　　茂 83-2175 小岩岳（山麓線東）・嵩下（第6・7）
小林幸岐人 83-3941 嵩下（第 1 ～ 5）
齋藤　利江 83-6331 新屋（東部）
伊藤　義修 83-4171 新屋（西部）
滝沢　知子 83-5723 新屋（中部）
金澤　知之 83-7216 宮城・松尾・別荘地帯
有賀喜美子 83-2926 古厩（新堰上・北矢村）
古瀬建一郎 83-2757 古厩（新堰下）
黒岩美知子 83-3769 立足（南部）
竹村　　武 83-4408 立足（北部）

氏名 電話 　 担当地区
布山　明廣 77-3007 北小倉
古屋智惠子 77-5718 北小倉
中田　勝子 77-2807 南小倉
大久　保薫 77-5949 東小倉
輪湖　利治 77-3289 東小倉
両角　生一 77-3260 東小倉
小幡　恒男 77-3508 室町
水谷さち子 77-3593 野沢
久保田育美 77-2276 野沢
石曽根位汎 77-3683 野沢
甕　ゆみ子 77-3927 上長尾
二木　裕子 77-3873 上長尾
坂本　志朗 77-5508 上長尾
池田　由人 77-6022 下長尾
山崎　敦子 77-2382 下長尾
猪又富美子 77-4069 下長尾
丸山　　文 77-4191 楡
日比野宏夫 77-2322 楡
生松　文子 77-4403 住吉
加藤　忠男 77-5429 七日市場
布山　章子 77-5277 七日市場
萩原　秀彌 77-5334 七日市場
宮坂　　治 77-5185 一日市場
稲葉かほる 77-2821 一日市場
髙木　　節 77-5101 一日市場
髙橋　裕子 77-6861 一日市場
牛越　富子 77-5487 一日市場
上條　　肇 77-3195 二木
飯沼　髙代 77-4766 二木
小松　善嗣 77-4627 及木
津留　芳子 77-2859 中萱
臼井　友子 77-4575 中萱
水野　洋子 77-4425 中萱
胡桃澤正雄 77-2574 中萱
佐治　良夫 77-2609 中萱
戸塚　國彦 77-6147 主任児童委員
峯岸　節子 77-5437 主任児童委員

氏名 電話 　 担当地区
藤松シゲル 62-5236 光（中条・白牧）
津澤　壯俊 62-3545 光（天神原）
長幅　洋子 62-3756 光（北村）
大堀富貴子 62-4670 光（北村）
横内　源子 62-3964 宮中（宮本）
田中　好雄 62-3754 宮中（中耕地）
石田喜傳治 62-4604 町（町１・２）
竹原美佐子 62-5818 町（町３）
岩崎　久子 62-2286 明科（上手上郷・明科住宅）
赤羽せつ子 62-2073 明科（上町・県町）
宮澤　淑子 62-2052 明科（本町・仲町・千才町）
西村　一美 62-3336 明科（東栄町・栄町）
瀧澤　忠壽 62-4272 大足（矢の沢・清水・吐中・平・柳瀬）
等々力正子 62-4869 潮（第１～３）
宮沢　幸江 62-3009 潮（第４・５）
滝沢　幸子 62-3330 潮沢（天田・山中・荻之久保・小芹・梨子）
山﨑　忠子 62-3122 潮沢（小日向・竹の花・松庄）
小林　八重 62-3653 潮沢（柏尾・名九鬼・矢越・池桜・矢下沢・峰方）
柴田　忠信 62-6322 木戸（生野区・木戸・生野・黒坪）
矢嶋　　浩 62-4460 上押野
丸山　良子 62-2691 上押野　
峰田　美邦 62-4812 下押野
降簱香代子 62-2744 下押野
真嶋　昭夫 62-4123 塩川原（塩川原）
松嶋　隆德 62-3690 塩川原（原・みどりヶ丘）
山﨑　徳昭 62-3344 荻原
落合　貞子 62-5252 荻原
遠藤　融利 62-4853 南陸郷（中村・金井沢）
幅　　修一 62-4346 南陸郷（小泉１～４班）
丸山　篤子 62-5568 主任児童委員
伊藤　文男 62-4118 主任児童委員

氏名 電話 　 担当地区
丸山　　徹 73-2309 岩原
尾日向利子 72-6125 岩原
川﨑　賢一 73-7222 倉田

西澤　勝六 73-3038 たつみ原（南）
竹内　範子 72-0801 飯田（南）
平林ちす子 72-0927 飯田（北）
佐藤百合子 72-4110 下飯田
宮澤　睦子 72-4076 中曽根
曽根原　實 73-3015 熊倉（北）
山田　ふみ 72-0200 熊倉（南）
山下　智明 72-6754 アルプス（2･3・8 町内）
髙野　祥子 72-3976 アルプス（1･7 町内）
飯國千鶴子 73-3283 アルプス（5･6 町内）
関　　義政 72-4107 アルプス（4･9･10 町内）
巣山　榮子 72-1958 徳治郎
中村けえ子 72-5620 田沢
宮下　建治 72-1337 小瀬幅
市川　千尋 72-1441 大口沢
丸山くみ子 72-5763 光
小林　利夫 090-9158-8502 桜坂
山本　紘子 73-2601 主任児童委員
三原　壽雄 73-2747 主任児童委員
赤堀　健一 72-5083 主任児童委員

宮島榮一郎 83-2294 牧（道上・道下・離山）
寺島　清子 83-3216 牧（荒南・草深東部）
髙山　仙郎 83-4085 牧（草深西部・山崎）
髙橋　典彥 82-4870 塚原（巾下・中部）
丸山あさ子 82-9016 塚原（巾下・巾下団地）
相田　健一 82-6277 久保田（西部）
中山みあき 82-4491 久保田（東部）
峯村　　宏 82-6647 柏矢町（北部）
宮下　靖子 82-3976 柏原（東部第一・第二・中木戸）
細川留美子 82-6132 柏原（神田・神原北部）
内川　淑子 82-5100 柏原（倉平・中村・原畦）
諏訪　　正 82-6784 柏原（新屋・千国北部）
笠原　健市 82-5333 柏原（千国北部）
金子比呂志 82-1078 柏原（中下・千国南部）
小幡　洋子 82-6656 柏原（長野・県住北・倉庭）
藤原　末子 82-3791 柏原（神原南部・市住・県住南）
望月　文規 82-5927 主任児童委員
金子　増生 83-2756 主任児童委員
荒深たつ子 82-7330 主任児童委員

片桐かよ子 73-2334 倉田
松澤　　務 72-2998 上堀
伊藤　雅江 72-4147 上堀
米倉亜矢子 72-2417 上堀
和田　悦昭 72-2839 中堀
山田　洋子 72-7606 中堀
青栁　和義 72-4369 下堀
松田　元子 73-2467 下堀
山田　百合 72-5690 下堀
高橋　清美 73-2477 扇町
平倉　久江 72-3872 扇町
丸山　重隆 72-2776 小田多井
竹内　朋子 72-9917 小田多井
宮澤　洋三 72-8347 田尻
美濃輪喜和子 73-2505 田尻
鹿川　正英 73-2286 田多井
髙橋よし恵 73-4612 田多井
片桐　厚子 72-7299 主任児童委員
大林　陽子 73-4348 主任児童委員

豊　科　地　域

穂　高　地　域
三　郷　地　域 明　科　地　域

堀　金　地　域

～民生委員・児童委員を紹介します～

ご存じですか ?
民生委員・児童委員のこと

問い合わせ先
健社会福祉課（481･1622 681･0703）
各総合支所市民福祉課
豊科（472･3111 ㈹ 672･8340）
穂高（482･3131 ㈹ 682･6622）
三郷（477･3111 ㈹ 677･6060）
堀金（472･3106 ㈹ 672･4900）
明科（462･3001 ㈹ 662･4747）

皆さんのお住まいの地域には、福祉の相談役として民
生委員・児童委員が、また、児童問題を専門とする主任
児童委員がいます。生活上で困ったこと、福祉に関する
ことを気軽に相談してください。民生委員・児童委員に
は守秘義務があり、相談内容などの秘密は守られます。

【民生委員・児童委員】　民生委員・児童委員は、地域
の福祉向上のため、厚生労働大臣が委嘱する「地域福
祉のボランティア」です。市民の皆さんの相談役とし
て活動をしています。

【主任児童委員】　主任児童委員は、児童福祉関係機関・
施設などとの連絡や要援護児童・家庭への援助などを
行います。

（敬称略）
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3月 (March)の予定

	13日（木）	（予約日：6日（木））
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室1
27日（木）	（予約日：20日（木））
場穂高総合支所　大会議室
時いずれも13：30～16：30　※1人20分、定員8人
問総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）
※電話予約…予約日の9：00～12：00
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

12日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※メール相談も受付中。詳しくは長野県中信労政事務所ホームページにア

クセスを。

14日（金） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※ 40 歳台前半までの自己分析や就職活動にお悩みの方、ご相談ください。

20日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見等）
場豊科交流学習センター「きぼう」
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

3 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

子ども･母子家庭･女性の相談 要予約

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談 弁護士会による無料法律相談  要予約

場問北部地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科総合支所内）
　　（℡72-9986・FAX72-8340）
場問南部地域包括支援センター（三郷総合支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

平日　時 8：30 ～ 17：00
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

場問消費生活センター（穂高総合支所１階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011、代表82-3131・FAX 82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

3 月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

４・18日（火）	場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
６・20日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）

11日（火）	場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
12日（水）	場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
13日（木）	場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）

※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

教育に関する相談

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

3 月の児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

結婚相談　　　時13：00～16：00　

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

2日（日） 9日（日） 16日（日） 21日（金・祝） 23日（日曜日） 30日（日曜日）　
穂高ハートクリニック
50-6731［穂高］

や ざ き 診 療 所
62-2360［明科］

平 林 医 院
62-2227［明科］

小 田 切 医 院
83-6025［穂高］

ヴェリタス堀金診療所
87-6700［堀金］

追 分 ク リ ニ ッ ク
82-2129［穂高］

須 澤 ク リ ニ ッ ク
82-2993［穂高］

神 谷 小 児 科 医 院
72-5162［豊科］

高 橋 医 院
82-2561［穂高］

中 田 医 院
82-2339［穂高］

前 角 整 形 外 科 医 院
82-1478［穂高］

石 田 医 院
72-2766［豊科］

こうの内科循環器科
71-5881［豊科］

中 島 歯 科 医 院
73-5701［豊科］

丸山内科クリニック
72-6188［豊科］

赤津整形外科クリニック
76-3133［三郷］

土 屋 ク リ ニ ッ ク
71-1811［豊科］

武田内科クリニック
88-6500［穂高］

山本歯科クリニック
84-0004［穂高］

高 橋 喜 博 歯 科 医 院
73-3771［堀金］

よ こ さ わ 歯 科 医 院
82-2121［穂高］

林 歯 科 医 院
62-2403［明科］

矢 島 歯 科 医 院
72-2163［豊科］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

読み聞かせ
（おはなしムーン）

6・20日（木） 11：00 ～ 11：30

グラウンドゴルフ 26日（水） 10：30 ～ 11：30要予約  対象：小学生　定員：10人　
★外でグラウンドゴルフに挑戦しよう！

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６
■休館日／日曜・祝日

お下がり会 10日（月） 10：30 ～ 11：30
★出品者はご予約ください。出品した品物が残った時はお持ち帰りください。

サイエンスショー 26日（水） 10：30 ～
対象：乳幼児親子、小学生　★空気法大実験を見て、体験します。

読み聞かせ
スマイルさん 14日（金） 11：00 ～ 11：30

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

読み聞かせ
（おはなしムーン） ３・10日（月） 11：00 ～ 11：20

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～
毎週月・木曜日（第5・祝日を除く）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 13:30 ～

７日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）
 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

5・12・19・26日（水）　※ 5・19 日は家族会　場豊科公民館和室
問健康推進課保健予防担当（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

３日（月）・★ 24日（月） 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
４日（火）・★ 25日（火） 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
５日（水）・★ 26日（水） 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
６日（木）・★ 27日（木） 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
７日（金）・★ 28日（金） 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日（21日は除く）

場問教育指導室（教育委員会事務所）（℡62-3521・FAX62-5721）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日（21日は除く）

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）
※電話相談可。まずはお電話ください。

行政書士による無料相談   要予約

3 月のキッズパーク（実施時間：10：30～11：30）　※参加をご希望の人は事前に各児童館にお申込みください

２日㈰場問堀金憩いの里うらら	 （℡73-5288・FAX73-5775）
９日㈰場問明科総合福祉センター「あいりす」	（℡62-2429・FAX62-5025）
16日㈰場問市社会福祉協議会本所	（℡72-1871・FAX72-9130）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

読み聞かせ
（おはなしムーン）

10日（月） 11：00 ～

卓球教室 15日（土） 14：00 ～ 15：00
対象：小学生以上　講師：西村佐保子さん

チャレンジタイム
カレー会

22日（土） 10：30 ～ 12：00
要予約 100円  対象：小学生以上　定員：20人　持ち物：エプロン、三角巾、

飲みもの、スプーン、白ごはん

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

チャレンジタイム
お楽しみ会 18日（火） 15：30 ～ 16：30
要予約 100円  対象：小学生以上

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

チャレンジタイム
カレー会

27日（木） 11：00 ～ 13：00
要予約 100円  対象：小学生　定員：20人　持ち物：エプロン、三角巾、

スプーン、白ごはん（タッパーに入れてお持ちください。） 
★みんなでカレー作りに挑戦 !! 自分たちで作るカレーの味
はどうかな？

読み聞かせ
（おはなしどりぃむ） 19日（水） 11：00 ～ 11：20
★楽しいお話いっぱいです

チャレンジタイム
押し花はがき作り 25日（火） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円  対象：小学生　持ち物：ピンセット

チャレンジタイム
クラフト・小物作り 26日（水） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円  対象：小学生

ブラックシアター＆お話し会 27日（木） 10：30 ～ 11：30

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

明科児童館春休みお楽しみ企画
サイエンスショー＆
科学工作

20日（木） 10：00 ～ 12：00

要予約  小学生以上（乳幼児は保護者同伴）　定員：60人程度　持ち物：
大きめの袋、水筒（お茶）★空気を使った科学実験を見て、自分
で作って体験もできるよ♪　講師：長野少年科学センター

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／日曜・祝日

読み聞かせ
おはなしどりぃむさん
坂井節子さん

7・14・28日（金） 11：00 ～ 11：20

★第１・４週はどりぃむさん、第２週は坂井節子さんがお話をしてくれます。
　どんなお話がきけるかな？。

わらべうた
内山房子先生 3・10・17日（月） 11：10 ～
★わらべうたで遊んでゆったりとした時間を過ごしましょう。

★「キッズパーク」は、就園前親子の皆さんを対象にした登録制サークル。
季節の行事・親子体操・おやつ作りなどを、みんなで楽しみます。皆さんお誘い合ってお申込みください。

児童館の育児相談（実施時間：10：30～12：00）　※穂高地域の 3 館は身体測定あり（実施時間：10：00～12：00）

会場 日程 備考 会場 日程 備考

三郷・堀金・明科 3 日 三郷は10：00～12：00まで 豊科中央・南穂高・穂高北部 14 日

高家・穂高西部 7 日 穂高中央 20 日 10：00～11：30まで

内容 会場 日程 対象年齢ほか

ありがとう会 高家・穂高中央・堀金・明科

4 日（火） 2 歳　※高家は２・３歳、堀金・
　明科は２歳以上参加できます。

5 日（水） 1 歳

6 日（木） 0 歳
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2014.2.1現在　（ ）内は対前月比

人口 	 99,091人（	－5）

	男 	 48,056人（	－18）

	女 	 51,035人（	－23）

世帯 	 37,991世帯（	＋34）
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健康づくり講演会

家族介護者講習会

～健康は健口から～
歯周疾患と生活習慣病の関係

高齢者のための元気が出る食事

歯周疾患と糖尿病や循環器疾患などとの密接な関係性が近年指
摘されています。歯や口の健康について学んでみませんか。気軽
にご参加ください。

●時　　　間　午後２時から３時 30 分まで
●場　　　所　穂高健康支援センター
●講　　　師　歯科医師　小穴 実さん
　　　　　　　（安曇野市歯科医師会会長）

●そ　の　他　参加料無料・事前申し込み不要
●問い合わせ　穂高健康支援センター内健康推進課
　　　　　　　（481・0726 681・0703）

管理栄養士が高齢者や食べ物の飲み込みが困難な人のための元
気が出る食事を教えます。

●時　　　間　午後１時 30 分から３時まで
●場　　　所　穂高健康支援センター
●講　　　師　管理栄養士　水野 尚子さん

　（松本大学健康栄養学科）

●申 し 込 み　参加料無料。２月 28 日（金）までに電話でお申
し込みください（受付時間　平日８時 30 分から
午後 5 時まで）

●問い合わせ　穂高健康支援センター内高齢者介護課
　　　　　　　（481・0731 681・0703）
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小穴　実さん

水野　尚子さん


